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水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

―
水
俣
湾
埋
立
地
を
め
ぐ
る
文
書
内
容
の
継
時
的
変
化
か
ら
―

下
田
健
太
郎

は
じ
め
に

水
俣
市
は
、
熊
本
県
の
南
端
で
、
鹿
児
島
県
と
の
県
境
に
位
置

す
る
。
一
六
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
大

部
分
を
山
野
部
が
占
め
る
緑
豊
か
な
土
地
で
あ
る
。
ま
た
、
不
知

火
海
に
面
し
た
海
岸
部
は
入
り
江
が
連
な
り
漁
港
も
多
く
、
北
部

に
は
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
い
て
い
る
。
一
八
八
九
年
の
村
制
施
行

時
、
人
口
一
二
〇
四
〇
人
の
小
村
で
あ
っ
た
水
俣
村
は
、
チ
ッ
ソ

株
式
会
社
（
以
下
、
チ
ッ
ソ
と
表
示
）
の
前
身
で
あ
る
日
本
窒
素

肥
料
株
式
会
社
の
カ
ー
バ
イ
ド
工
場
が
一
九
〇
八
年
に
設
立
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
な
発
展
を
み
た
。
一
九
二
六
年
に
鉄

道
が
開
通
し
、
一
九
三
五
年
に
水
俣
湾
に
百
間
港
が
完
成
す
る
な

ど
社
会
基
盤
の
整
備
も
進
み
、
一
九
四
九
年
の
市
制
施
行
時
に
は

人
口
も
四
二
一
三
七
人
に
増
加
し
た
。
久
木
野
村
と
合
併
し
た
一

九
五
六
年
に
は
人
口
も
五
〇
四
六
一
人
と
ピ
ー
ク
に
達
し
、
熊
本

県
下
で
も
有
数
の
近
代
工
業
都
市
と
し
て
の
様
相
を
呈
し
て
い
た

（
水
俣
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
一
、
水
俣
市
二
〇
〇
〇
）。

一
九
五
六
年
が
公
式
発
見
と
さ
れ
る
水
俣
病
は
、
チ
ッ
ソ
水
俣

工
場
の
排
水
中
に
含
ま
れ
て
い
た
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物
に
よ
っ
て
、

九
州
西
南
部
の
不
知
火
海
沿
岸
一
帯
に
広
が
っ
た
公
害
病
を
指
す
（
1
）
。

汚
染
さ
れ
た
魚
介
類
を
経
口
摂
取
す
る
こ
と
で
起
こ
る
そ
の
健
康

被
害
は
、
発
見
当
初
は
水
俣
湾
周
辺
の
漁
村
集
落
に
多
く
発
現
し
、

そ
の
後
に
対
岸
の
御
所
浦
島
を
含
む
不
知
火
海
沿
岸
一
帯
ま
で
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
一
九
五
九
年
に
は
熊
本
大
研

究
班
が
水
俣
病
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
政
府
は
一
九
六
八

年
ま
で
公
害
と
認
定
せ
ず
、
チ
ッ
ソ
も
一
九
六
六
年
ま
で
排
水
を

研
究
ノ
ー
ト

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

一
三
九
（
一
三
九
）



流
し
続
け
た
。
こ
の
時
期
差
の
背
景
に
は
、
高
度
経
済
成
長
に
む

け
て
動
き
は
じ
め
て
い
た
当
時
の
国
の
意
向
や
、
日
本
の
産
業
界

の
一
翼
を
支
え
て
い
た
チ
ッ
ソ
の
重
要
性
が
あ
る
（
栗
原
二
〇

〇
五
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
害
認
定
の
遅
れ
が
被
害
を
拡
大

さ
せ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
2
）
。

水
俣
病
の
症
状
を
明
確
に
定
義
づ
け
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
多

数
の
死
亡
者
が
出
て
お
り
、
と
り
わ
け
発
生
初
期
に
見
ら
れ
た
急

性
劇
症
型
の
患
者
が
死
に
至
る
過
程
は
壮
絶
な
も
の
で
あ
っ
た
。

軽
症
と
さ
れ
る
患
者
の
場
合
で
も
、
神
経
症
状
に
よ
り
手
足
の
し

び
れ
や
運
動
失
調
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
様
々
な
程
度
で
障

害
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
母
親
の
胎
内
で
水
銀
を
摂
取
す

る
こ
と
で
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
重
篤
な
障
害
を
も
つ
胎
児
性

患
者
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
健
康
被
害
に
加
え
、
患
者
家
族
に

は
社
会
的
差
別
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
か
つ
て
人
々
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
症
状
は
、
発
生
当
初
「
奇
病
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、

患
者
家
族
は
地
域
社
会
で
の
孤
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

汚
染
さ
れ
た
魚
介
類
が
原
因
で
あ
る
と
わ
か
る
と
、
自
ら
の
生
業

を
守
る
た
め
に
患
者
隠
蔽
に
つ
と
め
た
漁
業
組
合
や
、
チ
ッ
ソ
擁

護
の
風
潮
に
よ
っ
て
、
患
者
家
族
の
孤
立
化
が
進
ん
だ
（
宇
井

一
九
六
八
、
舟
場
一
九
七
七
、
石
田
一
九
八
三
）。
し
か
し
、

水
俣
病
被
害
の
複
雑
さ
は
、「
奇
病
」
を
差
別
し
た
地
域
の
人
々
、

患
者
の
隠
蔽
に
奔
走
し
た
人
々
の
中
に
も
患
者
が
い
た
こ
と
に
あ

る
（
原
田
一
九
八
九
）。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
社
会
が
複
雑

に
ね
じ
れ
、
様
々
な
葛
藤
や
苦
し
み
を
生
ん
で
き
た
。
ま
た
、
患

者
を
抑
圧
し
た
市
民
で
さ
え
水
俣
市
を
一
歩
出
る
と
、
水
俣
出
身

と
い
う
こ
と
で
外
の
社
会
か
ら
の
偏
見
や
差
別
に
直
面
す
る
こ
と

と
な
っ
た
（
向
井
二
〇
〇
〇
）。「
水
俣
病
」
と
一
括
り
に
は
で

き
な
い
ほ
ど
の
多
様
な
生
活
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

患
者
家
族
が
寄
り
集
ま
っ
た
最
初
の
グ
ル
ー
プ
は
一
九
五
七
年

に
発
足
し
た
「
水
俣
病
患
者
家
庭
互
助
会
」
で
あ
る
。
互
助
会
は
、

一
九
六
八
年
の
政
府
に
よ
る
公
害
認
定
を
受
け
て
チ
ッ
ソ
と
の
補

償
交
渉
を
開
始
し
た
が
、
厚
生
省
へ
の
補
償
処
理
一
任
を
め
ぐ
っ

て
一
九
六
九
年
に
は
「
一
任
派
」
と
「
訴
訟
派
」
に
分
裂
し
た
。

こ
の
う
ち
訴
訟
派
二
十
九
世
帯
に
よ
っ
て
、
同
年
、
水
俣
病
初
の

裁
判
で
あ
る
水
俣
病
第
一
次
訴
訟
が
提
訴
さ
れ
た
。
一
方
、
一
九

七
一
年
に
は
、
患
者
グ
ル
ー
プ
「
自
主
交
渉
派
」
が
チ
ッ
ソ
東
京

本
社
前
で
二
十
カ
月
に
も
及
ぶ
座
り
込
み
を
開
始
し
た
。
自
主
交

渉
派
は
、
一
九
七
三
年
の
第
一
次
訴
訟
勝
訴
判
決
を
受
け
て
訴
訟

派
と
合
流
し
、
チ
ッ
ソ
東
京
本
社
に
お
け
る
直
接
交
渉
に
よ
っ
て

補
償
協
定
を
勝
ち
と
っ
た
。
補
償
協
定
の
内
容
は
、
認
定
さ
れ
た

患
者
に
症
状
ラ
ン
ク
に
応
じ
た
一
時
金
（
一
六
〇
〇
〜
一
八
〇
〇

万
円
）
と
年
金
の
支
払
い
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
認
定
さ
れ
た
患
者

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

一
四
〇
（
一
四
〇
）



に
も
同
じ
補
償
を
適
用
す
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
チ
ッ

ソ
の
対
応
か
ら
す
る
と
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
様
々
な
理
由

で
名
乗
り
出
ら
れ
な
か
っ
た
大
量
の
患
者
が
こ
れ
を
機
に
認
定
申

請
し
、
運
動
の
規
模
も
急
速
に
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

一
九
七
三
年
以
降
に
は
、
地
域
、
生
業
、
運
動
に
か
か
わ
り
は
じ

め
た
時
期
、
運
動
へ
の
志
向
を
理
由
と
し
て
（
桜
井
一
九
七
九
、

土
本
一
九
七
九
）、
多
様
な
患
者
団
体
が
結
成
さ
れ
て
き
た
。

一
九
七
三
年
以
降
、
大
量
の
認
定
申
請
と
い
う
状
況
に
直
面
し

た
国
や
県
は
、
多
く
の
未
処
分
者
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、
一
九

七
七
年
に
患
者
認
定
基
準
を
狭
め
、
大
量
の
棄
却
者
を
生
み
だ
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
第
二
次
訴
訟
（
一
九
七
三
年
提

訴
）、
第
三
次
訴
訟
（
一
九
八
〇
年
提
訴
）、
関
西
訴
訟
（
一
九
八

二
年
提
訴
）、
東
京
訴
訟
（
一
九
八
四
年
提
訴
）・
京
都
訴
訟
（
一

九
八
五
年
提
訴
）・
福
岡
訴
訟
（
一
九
八
八
年
提
訴
）
や
、
患
者

団
体
に
よ
る
運
動
に
よ
っ
て
、
チ
ッ
ソ
・
県
・
国
の
加
害
責
任
と

と
も
に
、
患
者
認
定
基
準
が
重
要
な
争
点
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

チ
ッ
ソ
・
県
・
国
が
繰
り
返
し
た
上
告
・
控
訴
に
よ
っ
て
運
動
は

長
期
化
し
、
高
齢
者
の
多
い
患
者
た
ち
は
次
第
に
疲
弊
し
て
し
ま

い
、
一
九
九
六
年
に
政
府
和
解
案
（
二
六
〇
万
円
の
一
時
金
と
医

療
費
給
付
）
を
受
諾
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
関
西
訴
訟
を
除
く
す

べ
て
の
運
動
が
収
束
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（
3
）
。

一
方
、
チ
ッ
ソ
が
排
水
を
停
止
し
た
一
九
六
六
年
頃
ま
で
に
水

俣
湾
に
流
出
・
堆
積
し
た
水
銀
量
は
七
〇
〜
一
五
〇
ト
ン
と
も
言

わ
れ
、
水
俣
湾
の
港
湾
機
能
を
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
汚
染
魚

へ
の
不
安
か
ら
地
元
住
民
や
漁
業
関
係
者
の
懸
念
材
料
と
な
っ
て

き
た
（
熊
本
県
一
九
九
八
）。
一
九
六
八
年
か
ら
水
俣
湾
の
汚
染

調
査
を
進
め
て
い
た
熊
本
県
は
、
一
九
七
七
年
に
「
水
俣
湾
公
害

防
止
事
業
」
に
着
手
し
た
。
そ
れ
は
、
水
銀
値
の
高
い
湾
奥
部
を

仕
切
り
、
水
銀
値
の
低
い
区
域
の
水
銀
ヘ
ド
ロ
を
浚
渫
し
て
埋
立

地
に
投
入
し
、
そ
の
上
を
良
質
の
山
土
で
埋
封
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
海
上
工
事
を
運
輸
省
第
四
港
湾
建
設
局
が
、
陸
上
工
事

や
監
視
調
査
等
を
県
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。
し
か
し
、
着
工
後

ま
も
な
い
一
九
七
七
年
一
二
月
に
一
部
住
民
が
熊
本
地
裁
に
差
し

止
め
を
提
訴
し
た
た
め
、
工
事
は
一
時
中
断
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
九
八
〇
年
四
月
に
再
開
し
た
工
事
は
厳
重
な
監
視
計
画
に
加
え
、

作
業
の
内
容
や
監
視
の
結
果
を
毎
日
水
俣
市
内
三
ヶ
所
で
提
示
す

る
な
ど
、
地
域
住
民
の
理
解
を
求
め
な
が
ら
の
も
の
と
な
っ
た
。

一
九
八
四
年
に
は
第
一
工
区
の
埋
立
て
が
、
一
九
九
〇
年
に
第
二

工
区
の
埋
立
て
が
そ
れ
ぞ
れ
完
了
し
た
。
約
一
四
年
の
期
間
と
約

四
八
五
億
円
の
巨
費
が
投
じ
ら
れ
た
結
果
、
現
在
の
埋
立
地
約
五

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完
成
し
た
。
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
底
質
中
の
総

水
銀
値
は
浚
渫
前
（
一
九
八
五
年
調
査
）
の
〇
・
〇
四
〜
五
五
三

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察
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四
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ppm

か
ら
、
〇
・
〇
六
〜
一
二ppm

（
浚
渫
完
了
後
、
一
九
八

七
年
調
査
）
ま
で
低
下
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
完
成
し

た
埋
立
地
は
、
熊
本
県
の
主
導
に
よ
っ
て
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

た
（
熊
本
県
一
九
八
九
、
一
九
九
八
）。

水
俣
病
事
件
が
「
過
去
の
も
の
」
に
な
っ
て
い
く
一
方
で
、

「
嘆
き
悲
し
み
の
魂
た
ち
が
集
う
」
祈
り
の
場
と
し
て
埋
立
地
を

と
ら
え
（
本
願
の
会
会
報
一
九
九
五
年
八
月
）、
一
九
九
六
年
以

降
現
在
に
至
る
ま
で
、
そ
の
護
岸
の
一
角
に
様
々
な
モ
チ
ー
フ
の

石
像
物
（
計
五
十
二
体
）
を
建
立
し
て
き
た
人
々
が
い
る
。
こ
れ

は
、
一
九
九
四
年
に
被
害
者
の
呼
び
か
け
か
ら
発
足
し
た
「
本
願

の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
も
の
で
、
同
年
に
水
俣
市
長
あ
て
に

出
さ
れ
た
要
望
書
に
よ
っ
て
、
一
九
九
六
年
に
は
熊
本
県
・
水
俣

市
・
本
願
の
会
の
三
者
間
で
石
像
物
建
立
の
覚
書
が
交
わ
さ
れ
た
。

石
像
物
の
建
立
に
際
し
て
は
、
福
岡
市
の
石
彫
師
が
指
導
を
行
っ

て
き
て
お
り
、
購
入
し
た
機
械
彫
り
の
石
像
物
と
と
も
に
、
五
十

二
体
の
大
半
は
建
立
者
自
ら
の
手
で
製
作
さ
れ
た
（
4
）
。

本
稿
で
は
、
水
俣
湾
埋
立
地
に
据
え
ら
れ
た
、
こ
れ
ら
石
像
物

の
意
味
に
せ
ま
る
た
め
の
基
礎
研
究
と
し
て
、
埋
立
地
の
現
景
観

そ
の
も
の
を
歴
史
的
産
物
と
位
置
づ
け
、
埋
立
て
事
業
や
埋
立
地

活
用
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
主
体
が
出
し
た
文
書
史
料
を
分
析
対
象

と
し
、
そ
こ
に
交
錯
し
て
き
た
多
様
な
論
理
を
三
つ
の
時
期
に
分

け
て
整
理
す
る
。
分
析
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
は
埋
立
地
の
現
景
観

に
つ
い
て
概
説
し
て
お
こ
う
。

一
、
水
俣
湾
埋
立
地
の
現
景
観

水
俣
湾
埋
立
地
は
、
水
俣
湾
の
一
部
区
域
を
埋
立
て
た
約
五
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
人
工
隆
地
で
あ
る
。
高
濃
度
水
銀
を
含
む
汚
泥
や

写真 1 埋立地の護岸に点在する石像物
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汚
染
さ
れ
た
魚
介
類
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。「
エ
コ
パ
ー
ク
水

俣
」
と
し
て
一
般
の
人
に
も
広
く
開
放
さ
れ
て
い
る
。
熊
本
県
の

所
有
下
に
あ
り
、
管
理
主
体
は
熊
本
県
土
木
部
港
湾
課
で
あ
る
。

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
は
、
熊
本
県
の
整
備
計
画
（
一
九
八
九
）
を
受

け
継
い
で
以
下
の
四
区
画
に
分
け
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。

山
の
ゾ
ー
ン
�
埋
立
地
の
東
端
に
位
置
す
る
こ
の
区
域
は
四
・

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
そ
の
全
域
が
「
竹
林
園
」
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
る
。
園
内
に
は
、
世
界
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
一
六
〇
種

類
を
超
え
る
竹
や
笹
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
案
内
板
に
は
、

こ
の
庭
園
が
「
自
然
の
貴
重
さ
と
環
境
復
元
へ
の
願
い
」
を
表
す

と
記
さ
れ
て
い
る
。

里
の
ゾ
ー
ン
�
山
の
ゾ
ー
ン
の
西
端
に
隣
接
す
る
こ
の
区
域
は

八
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、「
小
鳥
の
森
」
や
「
遊
び
の
森
」
な

ど
の
森
林
空
間
や
、「
ふ
る
さ
と
広
場
」
と
呼
ば
れ
る
芝
生
空
間
、

約
三
万
株
の
花
が
植
え
ら
れ
た
「
花
の
里
」
や
六
千
株
の
ハ
ー
ブ

の
「
香
り
の
丘
」
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
子
供
が
楽
し
め
る
よ

う
な
各
種
遊
具
施
設
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。「
花
の
里
」
の
脇
に

は
観
光
物
産
館
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」
が
位
置
す
る
。
託
児
所
で
あ

る
「
ナ
ー
サ
リ
ー
」
も
こ
の
区
域
に
配
備
さ
れ
て
い
る
。

街
の
ゾ
ー
ン
�
里
の
ゾ
ー
ン
の
西
端
に
隣
接
す
る
こ
の
区
域
は

一
〇
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、「
健
康
の
森
」
と
呼
ば
れ
る
天
然

芝
の
多
目
的
競
技
場
を
中
心
に
、「
テ
ニ
ス
の
森
」
と
「
ス
ポ
ー

ツ
の
森
」
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
八

面
あ
り
、
後
者
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
か

ら
成
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
」
が
こ
の
区
域

に
配
備
さ
れ
て
い
る
。

海
の
ゾ
ー
ン
�
埋
立
地
の
東
端
に
位
置
す
る
こ
の
区
域
は
一

八
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
最
も
大
き
く
、
海
際
の
「
親
水
緑
地
」

（
二
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
四
面
を
含
む
「
潮

騒
の
広
場
」
を
中
心
と
す
る
「
港
湾
緑
地
」（
一
六
・
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
潮
騒
の
広
場
の
周
り
に
は
「
海
の
広

場
」
や
「
水
鳥
の
池
」、「
子
供
の
広
場
」、「
花
の
回
廊
」、「
実
生

の
森
」
が
あ
る
。「
親
水
緑
地
」
の
中
央
部
に
は
本
願
の
会
に
よ

る
石
像
物
が
点
在
す
る
が
、
こ
れ
は
公
園
地
図
に
は
記
載
さ
れ
て

お
ら
ず
、
解
説
も
存
在
し
な
い
。
幅
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
、

高
さ
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
像
物
は
五
十
二
体
を
数
え
、

恵
比
寿
神
、
地
蔵
、
夫
婦
、
母
子
、
猫
、
魚
な
ど
様
々
な
モ
チ
ー

フ
が
見
ら
れ
る
。
い
く
つ
か
の
石
像
物
に
は
建
立
者
の
名
前
や
建

立
年
代
、「
一
九
八
三
年
ま
で
こ
こ
は
海
で
し
た
」、「
い
の
る
べ

き

天
と
思
え
ど

天
の
病
む
」、「
夕
映
へ
の
海
で

魚
が
は
ね

て

い
の
っ
て
い
る
」、「
夕
映
え
の
海
」、「
願
」、「
夢
」、「
弥
」、

「
風
」
と
い
っ
た
記
銘
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
海
を
見
つ
め
る

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

一
四
三
（
一
四
三
）
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概
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．
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よ
う
に
し
て
西
向
き
に
置
か
れ
た
石
像
物
の
目
線
の
先
に
は
恋
路

島
が
浮
か
ん
で
い
る
。

厳
密
に
は
埋
立
地
上
で
は
な
い
が
、
北
部
に
隣
接
す
る
明
神
崎

地
区
の
丘
の
上
に
は
水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館
や
熊
本
県
環
境
セ

ン
タ
ー
、
水
俣
病
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
水
俣
メ
モ
リ
ア
ル
が

見
ら
れ
る
。

現
在
の
埋
立
地
を
構
成
す
る
景
観
要
素
は
実
に
多
様
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
埋
立
地
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
牧
歌
的
な
雰
囲
気

の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
、「
嘆
き
悲
し
み
の
魂
た
ち
が
集
う
場
所
」

に
立
つ
石
像
物
の
間
に
は
隔
た
り
が
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
そ

れ
で
も
な
お
、
今
そ
こ
に
一
括
り
の
景
観
と
し
て
埋
立
地
は
あ
る
。

二
、
文
書
内
容
の
継
時
的
変
化
に
関
す
る
分
析

以
下
、
埋
立
て
事
業
や
埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
主
体

が
出
し
た
要
求
／
抗
議
文
書
を
時
系
列
に
沿
っ
て
整
理
分
析
す
る

（
表
１
（
5
）
）。
そ
の
際
、
埋
立
て
事
業
の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争
が
水
俣

市
で
最
も
盛
ん
に
な
っ
た
ヘ
ド
ロ
処
理
差
し
止
め
訴
訟
提
訴
か
ら

着
工
再
開
ま
で
の
一
九
七
七
〜
八
〇
年
を
第
一
期
、
着
工
再
開
か

ら
埋
立
地
完
成
ま
で
の
一
九
八
一
〜
九
〇
年
三
月
ま
で
を
第
二
期
、

埋
立
地
完
成
か
ら
そ
れ
を
契
機
と
す
る
地
域
再
生
事
業
が
終
了
す

る
ま
で
の
一
九
九
〇
年
三
月
〜
一
九
九
九
年
を
第
三
期
に
区
分
し

た
。
第
一
期
に
属
す
る
文
書
は
、
埋
立
て
事
業
を
め
ぐ
る
要
求
／

抗
議
文
書
二
十
七
件
で
あ
る
。
提
出
先
の
大
部
分
は
国
・
県
・
市

と
い
っ
た
行
政
機
関
お
よ
び
司
法
機
関
、
ま
た
は
機
関
を
代
表
す

る
個
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
提
出
先
不
明
の
も
の

が
四
件
含
ま
れ
る
。
文
書
形
式
は
、
全
二
十
七
件
中
十
六
件
が
手

書
き
、
十
一
件
が
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
で
あ
り
、
二
十
六
件
が
一
〜
四

ペ
ー
ジ
、
一
件
が
九
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

第
二
期
に
属
す
る
文
書
は
、
埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
る
要
求
／
抗

議
文
書
五
件
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
四
件
が
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
た

提
言
書
で
あ
り
、
一
件
は
患
者
団
体
に
よ
る
合
同
声
明
文
で
あ
る
。

五
件
の
う
ち
三
件
は
行
政
機
関
を
代
表
す
る
個
人
に
提
出
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
提
出
先
不
明
の
も
の
が
二
件
含
ま
れ
る
。
第
三
期
に

属
す
る
文
書
も
埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
る
要
求
／
抗
議
文
書
で
あ
り
、

全
六
件
の
う
ち
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
た
提
言
書
は
一
件
で
あ
る
。

提
出
先
は
、
行
政
機
関
を
代
表
す
る
個
人
に
提
出
さ
れ
た
四
件
、

埋
立
地
で
配
ら
れ
た
抗
議
ビ
ラ
一
件
で
、
提
出
先
不
明
の
も
の
が

一
件
含
ま
れ
る
。
第
二
期
と
第
三
期
の
文
書
形
式
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。

（
一
）
第
一
期
（
一
九
七
七
〜
八
〇
年
）

「
ヘ
ド
ロ
処
理
差
し
止
め
訴
訟
」（
正
式
名
「
水
俣
湾
水
銀
ヘ
ド

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

一
四
五
（
一
四
五
）



表 1 分析対象文書一覧

備考

614名分の署
名添付

4038名分の
署名添付

文書形式

ワープロ、
B5、4ページ

ワープロ、
B4、2ページ

ワープロ、
B4、2ページ

ワープロ、
B5、9ページ

ワープロ、
B4、4ページ

ワープロ、
B5、3ページ

手書き、
B4、2ページ

ワープロ、
B5、3ページ

ワープロ、
B5、3ページ

ワープロ、
B5、3ページ

ワープロ、
B5、3ページ

手書き、
B4、3ページ

手書き、
B4、2ページ

手書き、
B4、2ページ

手書き、
B4、1ページ

手書き、
B4、1ページ

手書き、
B4、3ページ

手書き、
B4、2ページ

手書き、
B4、1ページ

手書き、
B4、1ページ

手書き、
B4、2ページ

提出先

熊本県知事

熊本県知事

運輸省第四港湾
建設局

運輸大臣、環境
庁長官

熊本地方裁判所民
事第三部裁判長

熊本県知事

熊本県知事

熊本県知事

熊本地裁

熊本地方裁判所
裁判長

熊本県知事

熊本県知事

熊本県知事

運輸大臣、環境
庁長官

熊本県知事

水俣市長

水俣市長

水俣市議会議員
各位

熊本県知事

熊本県知事

熊本県知事、総理
大臣、環境庁長官

年月日

1977.12.21

1978.1.24

1978.2.17

1978.4.27

1979.10.1

1980.4.28

1978.1.7

1978.1.26

1978.4.13

1980.2.7

1980.4.16

1978.1.13

1978.2.21

1978.4.4

1977.12.7

1978.5.13

1978.9.14

1978.10.16

1978.9.14

1980.5.21

1978.2.24

表題

要望書

要望書

要望書

陳情書

嘆願書

嘆願書

水俣湾ヘドロ処理工事
促進に関する陳情書

要望書

嘆願書

嘆願書

嘆願書

陳情書

嘆願書

申入書

抗議文

陳情書

陳情書

抗議文

要望書

水俣湾ヘドロ処理につ
いての要求書

要求書

主体

水俣市漁業協同組合

津奈木漁業協同組合

熊本県漁業協同組
合連合会

水俣市百間地区一
本釣会

水俣市一本釣りと
遊漁船の会

芦北漁業協同組合

水俣市観光協会

百間地区住民代表

水俣地区労働組合
協議会

水俣病被害者の会

水俣病認定申請者
協議会

時期

第一期

史

学
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33890名分の
署名添付

ワープロ、
B4、2ページ

手書き、
B4、1ページ

手書き、
B4、2ページ

手書き、
B4、1ページ

手書き、
B4、2ページ

手書き、
B4、1ページ

ワープロ、
B5、45ページ

ワープロ、
B4、1ページ

ワープロ、
B5、55ページ

ワープロ、
B5、42ページ

ワープロ、
B5、6ページ

不明

手書き、
B4、1ページ

ワープロ、
B4、1ページ

手書き、
B4、14ページ

ワープロ、
B5、98ページ

手書き、
B4、4ページ

熊本県知事

不明

運輸大臣、
環境庁長官

不明

不明

不明

不明

不明

水俣市長

水俣市長

水俣市長

熊本県知事、
水俣市長

―

不明

熊本県知事、
水俣市長

水俣市長

水俣市長

1980.4.22

1977.12.26

1978.4.4

1980.4.16

1980.4.30

1980.5.28

1984.12

1988.11.20

1987.11.27

1989.12.27

1990.2.28

1990.7.17

1990.8.31

1990.9.26

1990.11.21

1991.1.27

1994.3.2

陳情書

声明文

申入書

抗議声明

声明

声明文

活力ある明日のみなま
たへ向けて

声明 水俣湾埋立地に
関する特別決議

中間報告書

中間報告書

報告書（国際イベント
と水俣湾埋立地等の活
用について）

水俣病意志の書

人殺しの水銀ヘドロの
上でお祭り騒ぎですか。

声明 熊本県・水俣市
によるヘドロ埋立地利
用構想プログラムにつ
いて

公開質問状

第二期 提言書

本願の書

水俣港湾等ヘドロ
処理事業促進市民
運動の会

水俣湾ヘドロ処理
差止め仮処分原告
団

水俣青年会議所

水俣病被害者の会

第三次訴訟原告団

水俣市百人委員会

O・M氏、
O・S氏

患者有志

チッソ水俣病患者
連盟

水俣病患者連合

チッソ水俣病関西
患者の会

東海水俣病患者互
助会

水俣・海の声を聞
く会

水俣市百人委員会

本願の会

第一期

第二期

第三期

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

一
四
七
（
一
四
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ロ
処
理
工
事
差
止
仮
処
分
申
請
」）
は
、
埋
立
て
事
業
開
始
か
ら

間
も
な
い
一
九
七
七
年
一
二
月
、
水
俣
病
患
者
や
沿
岸
住
民
一
八

一
六
名
が
工
事
の
中
止
を
求
め
て
熊
本
地
裁
に
提
訴
し
た
も
の
で
、

事
業
主
体
で
あ
る
熊
本
県
、
施
工
者
で
あ
る
国
、
費
用
負
担
者
で

あ
る
チ
ッ
ソ
、
工
事
請
負
者
で
あ
る
東
洋
建
設
の
四
者
を
相
手
ど

っ
て
行
わ
れ
た
（
熊
本
県
一
九
九
八
、
水
俣
病
被
害
者
・
弁
護

団
全
国
連
絡
会
議
一
九
九
八
、
二
〇
〇
一
）。
原
告
側
は
、
工
事

に
よ
っ
て
高
濃
度
の
水
銀
を
含
む
汚
泥
が
撹
拌
さ
れ
る
こ
と
で
二

次
公
害
の
危
険
性
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
一
九
七
八
年
六
月
以
降
、

十
八
回
に
わ
た
っ
て
審
尋
が
行
わ
れ
た
が
、
熊
本
地
裁
は
二
次
公

害
発
生
の
蓋
然
性
を
認
め
ず
、
一
九
八
〇
年
四
月
申
請
を
却
下
し

た
。行

政
文
書
や
先
行
研
究
の
多
く
に
お
い
て
、
こ
の
訴
訟
を
安
全

性
へ
の
懐
疑
（
舟
場
一
九
七
七
、
熊
本
県
一
九
九
八
、
山
田

一
九
九
九
、
水
俣
市
二
〇
〇
〇
）
か
ら
生
じ
た
も
の
と
す
る
解

釈
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
原
告
団
の
出
し
た
文
書
を
見
て
い
く
と
、

訴
訟
提
起
の
背
景
が
必
ず
し
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
く
る
。
事
業
を
「
水
俣
病
事
件
を
葬
り
去
ろ
う
と
す
る

行
政
の
犯
罪
的
な
意
図
」
と
す
る
語
り
口
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。こ

こ
で
は
文
書
を
構
成
す
る
単
語
や
セ
ン
テ
ン
ス
（
以
下
、
タ

ー
ム
と
表
示
）
に
も
と
づ
い
て
着
工
賛
成
／
反
対
に
大
別
し
、
そ

の
上
で
賛
成
／
反
対
の
理
由
か
ら
細
分
を
試
み
た
（
表
２
）。
大

分
類
と
し
て
、「
早
期
（
早
く
）
―
着
工
―
要
望
（
陳
情
、
嘆

願
）」
の
組
み
合
わ
せ
を
含
む
文
書
を
賛
成
（
�
）、「
抗
議
」、

「
即
刻
中
止
」、「
白
紙
撤
回
」、「
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」、

「
納
得
で
き
な
い
」
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
含
む
も
の
を
反
対

（
�
）
と
し
た
。
ど
ち
ら
に
も
分
類
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

�
を
付
し
た
。

小
分
類
に
つ
い
て
は
埋
立
て
事
業
の
語
ら
れ
方
に
注
目
し
、
着

工
賛
成
意
見
の
う
ち
、「
漁
場
―
復
元
」
を
含
む
文
書
を
漁
場
復

元
型
（
�
１

）、「
明
る
い
平
和
な
水
俣
に
発
展
す
る
基
」、「
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
も
の
」、「
健
全
な
活
気
あ
る
水
俣

の
再
生
」
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
含
む
も
の
を
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

型
（
�
２

）
と
し
た
。
ま
た
、
着
工
反
対
意
見
の
う
ち
、「
漁
場

―
補
償
」
を
含
む
文
書
を
漁
業
補
償
型
（
�
１

）、「
危
険
」
を
含

む
も
の
を
工
法
安
全
性
型
（
�
２

）、「
危
険
」
と
と
も
に
「
被
害

の
全
体
像
（
実
態
）」
を
含
む
も
の
を
被
害
置
き
去
り
型
（
�
３

）、

「
危
険
」
と
と
も
に
「
水
俣
病
事
件
―
も
み
消
し
（
闇
の
彼
方
に

押
し
去
ろ
う
と
す
る
、
葬
り
去
ろ
う
と
す
る
）」
を
含
む
も
の
を

水
俣
病
隠
蔽
型
（
�
４

）
と
し
た
。
�
を
付
し
た
文
書
は
、
安
全

性
確
認
の
た
め
の
実
験
工
事
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
条

史
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件
付
き
工
事
容
認
型
と
し
た
。

ま
た
、
各
分
類
に
該
当
し
た
文
書
に
お
い
て
必
ず
で
は
な
い
が

繰
り
返
し
語
ら
れ
る
タ
ー
ム
（
表
２
に
お
け
る
サ
ブ
タ
ー
ム
）
も

文
書
の
傾
向
を
読
み
と
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
着
工
賛
成
意
見
の

な
か
で
、
漁
場
復
元
型
の
文
書
に
は
「
漁
業
（
魚
介
類
採
取
）

―
不
安
」、「
解
消
」、「
解
決
」、「
生
活
」
が
、
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
型
の
文
書
に
は
「
再
生
」、「
発
展
」、「
生
活
」
が
多
く
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
着
工
反
対
意
見
の
な
か
で
は
、
被
害
置
き
去
り
型
の

文
書
に
「
強
行
」、「
無
視
」、「
命
」
が
、
水
俣
病
隠
蔽
型
の
文
書

に
は
「
強
行
」、「
無
視
」、「
被
害
の
全
体
像
（
実
態
）」、「
命
」

が
多
く
見
ら
れ
る
。
以
上
の
分
類
を
も
と
に
、
主
張
と
主
体
と
の

関
係
を
表
３
に
示
し
た
。

た
だ
し
、
水
俣
港
湾
等
ヘ
ド
ロ
処
理
事
業
促
進
市
民
運
動
の
会

と
「
原
告
団
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
に
複
数
の
団
体
を
内
包
す

る
点
に
留
意
し
な
が
ら
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
表
４
ａ
、

ｂ
）。
な
お
、「
市
民
運
動
の
会
」
は
、
訴
訟
却
下
の
直
前
で
あ
る

一
九
八
〇
年
三
月
に
水
俣
商
工
会
議
所
会
頭
の
呼
び
か
け
で
市
内

の
各
団
体
が
参
加
し
て
発
足
し
た
も
の
で
、
早
期
着
工
に
む
け
て

署
名
運
動
を
開
始
し
、
同
年
四
月
に
は
水
俣
市
長
と
と
も
に
三
三

八
九
〇
名
分
の
署
名
を
も
っ
て
県
知
事
に
工
事
再
開
の
陳
情
を
行

っ
た
（
読
売
新
聞
一
九
八
〇
月
三
月
五
日
、
毎
日
新
聞
一
九
八

表 2 着工賛否とその理由にもとづく分類（第一期）

小分類

サブターム

「漁業（魚介類採取）
―不安」、「解消」、「解
決」、「生活」

「再生」、「発展」、「生
活」

―

―

「強 行」、「無 視」、
「命」

「強行」、「無視」、「被
害の全体像（実態）」、
「命」

―

事業の語られ方に関する
キーターム

「漁場―復元」

「明るい平和な水俣に発
展する基」、「明るいまち
づくりの基本」、「健全な
活気ある水俣の再生」の
いずれか

「漁場―被害」、「補償」

「危険」

「危険」、「被害の全体像
（実態）」

「危険」、「水俣病事件
―もみ消し（闇の彼方に
押し去ろうとする、葬り
去ろうとする）」

―

分類名称

漁場復元

明るいまちづくり

漁業補償

工法安全性

被害置き去り

水俣病隠蔽

条件付き工事容認

code

�1

�2

�1

�2

�3

�4

―

大分類

着工の賛否に関する
キーターム

「早期（早く）―着工―要望
（陳情、嘆願）」

「抗議」、「即刻中止」、「白
紙撤回」、「認めるわけには
いかない」、「納得できな
い」のいずれか

「安全性―確認―実験工事」

code

�

�

�

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

一
四
九
（
一
四
九
）



〇
年
四
月
二
三
日
）。

対
象
と
し
た
文
書
の
中
に
は
他
団
体
へ
の
言
及
を
含
む
も
の
が

あ
る
。
水
俣
市
漁
協
（
�
１

）、
津
奈
木
漁
協
（
�
１

）、
百
間
地
区

一
本
釣
り
会
（
�
１

、
�
２

）、
百
間
地
区
住
民
代
表
（
�
２

）、「
市

民
運
動
の
会
」（
�
２

）、
被
害
者
の
会
（
�
）
の
文
書
に
は
、「
原

告
団
」（
�
２

、
�
３

、
�
４

）
に
対
し
て
「
一
部
扇
動
的
な
意
見
」、

「
抗
議
」、「
遺
憾
」、「
忌
む
べ
き
」、「
申
請
却
下
―
当
然
」
の
う

ち
い
ず
れ
か
の
タ
ー
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
方
で
「
原
告
団
」

の
文
書
に
も
、
早
期
着
工
を
求
め
る
動
き
に
対
し
て
「
目
先
の
利

害
を
求
め
た
一
部
住
民
」
と
す
る
タ
ー
ム
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

埋
立
て
事
業
へ
の
賛
否
を
理
由
と
し
た
対
立
関
係
が
生
じ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

文
書
に
添
付
さ
れ
た
署
名
か
ら
、
い
く
つ
か
の
団
体
に
つ
い
て

は
お
お
よ
そ
の
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
俣
市
漁
協
（
一

九
八
〇
年
�
�
１

）
六
一
四
名
、
百
間
地
区
一
本
釣
会
（
一
九
七

八
年
�
�
１

、
�
２

）
四
〇
三
八
名
、「
市
民
運
動
の
会
」（
一
九
八

〇
年
�
�
２

）
三
三
八
九
〇
名
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
の
水
俣
市

の
人
口
が
三
七
一
五
〇
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
な
く

と
も
一
九
八
〇
年
当
時
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
主
張
が
着
工
賛
成
意

見
、
特
に
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
型
賛
成
（
�
２

）
で
占
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

表 3 各主体における主張（第一期）

�4

水俣病
隠蔽

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

―

○

�3

被害
置き去り

―

―

―

―

―

―

―

―

○

―

―

―

○

�2

工法
安全性

―

―

―

―

―

○

―

―

―

―

―

―

○

�1

漁業補償

―

―

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

�

条件付き
工事容認

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

―

―

―

�2

まち
づくり

―

―

―

○

―

―

○

○

―

―

―

○

―

�1

漁場復元

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

主張

主体

水俣市漁業協同組合

津奈木漁業協同組合

熊本県漁業協同組合連合会

水俣市百間地区一本釣会

水俣市一本釣りと遊漁船の会

芦北漁業協同組合

水俣市観光協会

百間地区住民代表

水俣地区労動組合協議会

水俣病被害者の会

水俣病認定申請者協議会

水俣港湾等ヘドロ処理事業促
進市民運動の会

水俣湾ヘドロ処理差止め仮処
分原告団

既
存
団
体

新
団
体

史
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表 4 a 「市民運動の会」の構成団体

水俣市漁業協同組合

水俣川漁業協同組合

水俣漁民と家族の会

水俣漁民家族の会

水俣鮮魚商組合

水俣市商店会連合会（水俣市観光協会）

水俣地区労働組合連絡協議会

水俣青年会議所

水俣商工会議所

水俣市湯之児観光協会

水俣市湯の鶴観光協会

水俣市婦人連絡協議会

水俣市芦北郡医師会

水俣市芦北郡歯科医師会

水俣市芦北郡薬剤師会

水俣地区海運組合

水俣市森林組合

チッソ協力会

水俣ライオンズクラブ

水俣市建設業協会

水俣市駐在事務所所長会

水俣市金融団

水俣ロータリークラブ

水俣電気工事共同組合

水俣芦北地区環境衛生協会

水俣市青年団体連絡会議

水俣市老人クラブ連合会

水俣市身体障害者福祉協会

水俣市農業協同組合

水俣市第 21区駐在事務所

湯堂水俣病申請者の会

水俣病患者新互助会

水俣病患者平和会

水俣病茂道同志会

水俣病患者家庭互助会

公害に依る被害者漁民の命を守る会

表 4 b 「原告団」の構成団体

出水地区労ヘドロ処理対策委員会

天草労連

水俣病患者連盟

水俣病認定申請者協議会

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

一
五
一
（
一
五
一
）



着
工
反
対
意
見
が
工
法
の
安
全
性
を
理
由
と
す
る
も
の
ば
か
り

で
な
い
こ
と
は
、
文
書
の
分
類
の
な
か
で
見
て
き
た
。
被
害
置
き

去
り
型
（
�
３

）
は
埋
立
て
事
業
と
「
被
害
の
全
体
像
」
を
対
置

す
る
点
に
、
水
俣
病
隠
蔽
型
（
�
４

）
は
「
水
俣
病
事
件
の
隠

蔽
」
と
し
て
事
業
を
語
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
当
時
、
約
五
千
人

の
申
請
患
者
が
未
処
分
と
い
う
状
況
で
苦
し
み
続
け
て
お
り
、
一

九
七
七
年
七
月
の
環
境
庁
に
よ
る
患
者
認
定
基
準
の
引
き
締
め
と

あ
い
ま
っ
て
、
行
政
に
対
す
る
強
い
不
信
感
が
募
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
行
政
へ
の
不
信
感
を
増
大
さ
せ
る
出
来
事
が
一
九
七
八
年

三
月
に
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
七
八
年
二
月
に
「
水
俣
病
対
策

の
早
急
な
確
立
」
と
「
水
俣
湾
ヘ
ド
ロ
処
理
工
事
の
白
紙
撤
回
」

を
求
め
て
、
水
俣
病
患
者
連
盟
委
員
長
（
ヘ
ド
ロ
処
理
差
し
止
め

訴
訟
の
原
告
団
長
）
や
水
俣
病
認
定
申
請
者
協
議
会
会
長
ら
が
環

境
庁
を
訪
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
（
熊
本
日
日
新
聞
一
九
七

八
年
二
月
二
五
日
）。
抗
議
の
た
め
に
環
境
庁
に
泊
ま
り
込
ん
で

い
た
患
者
や
関
係
者
は
、
機
動
隊
に
よ
っ
て
強
制
排
除
さ
れ
た
の

で
あ
る
（
熊
本
日
日
新
聞
一
九
七
八
年
三
月
一
九
日
、
三
月
二

〇
日
、
西
日
本
新
聞
一
九
七
八
年
三
月
二
〇
日
）。

被
害
者
の
存
在
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
「
力
ず
く
の
声
封
じ
」

（
西
日
本
新
聞
一
九
七
八
年
三
月
二
〇
日
）
は
「
埋
立
て
」
と
い

う
事
業
と
、
時
期
的
に
そ
し
て
象
徴
的
に
連
関
し
た
も
の
と
し
て

う
け
と
め
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
水
俣
湾
に
堆
積
し
た
水
銀
ヘ

ド
ロ
と
は
単
に
汚
染
物
質
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
水
俣
病
被
害

を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
「
埋
立
て
」
と
い
う
言

葉
が
「
隠
蔽
」
と
い
う
意
味
に
連
節
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

（
二
）
第
二
期
（
一
九
八
一
〜
九
〇
年
三
月
）

第
二
期
は
、
埋
立
て
事
業
へ
の
着
手
を
契
機
と
し
て
「
水
俣
病

を
克
服
し
た
新
た
な
出
発
」
が
水
俣
市
に
お
い
て
本
格
的
に
意
識

さ
れ
、
埋
立
地
の
活
用
を
め
ぐ
る
議
論
が
俎
上
に
の
ぼ
り
は
じ
め

た
時
期
で
あ
る
（
山
田
一
九
九
九
）。
一
九
八
六
年
に
は
熊
本
県

が
埋
立
地
活
用
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
同
年
八
月
に
は
水
俣
市

長
が
地
元
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
「
水
俣
環
境
博
研
究

会
（
6
）」
を
発
足
さ
せ
た
。
そ
こ
で
の
議
論
は
一
九
八
七
年
の
「
公
害

防
止
事
業
埋
立
地
活
用
策
基
本
構
想
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の

活
用
策
に
は
「
マ
リ
ー
ナ
・
健
康
ラ
ン
ド
・
文
化
人
村
・
植
物

園
・
遊
園
地
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・
観
光
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
い

っ
た
案
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
埋
立
地
を
地
域
振
興
の
起
爆
剤
と

位
置
づ
け
た
も
の
だ
っ
た
（
山
田
一
九
九
九
�
三
四
頁
）。
さ
ら

に
、
埋
立
地
の
完
成
を
間
近
に
控
え
た
一
九
八
九
年
七
月
に
は

「
水
俣
湾
埋
立
地
及
び
周
辺
地
域
開
発
整
備
具
体
化
構
想
」
が
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
構
想
で
は
「
人
間
と
環
境
に
つ
い
て
学
び
、
考

史
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え
る
場
」
と
い
っ
た
位
置
付
け
や
「
水
俣
病
資
料
館
」
と
い
っ
た

案
が
見
ら
れ
る
が
、「
集
客
力
の
あ
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
基
地
」、

「
水
族
園
」、「
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
と
い
っ
た
文
言
は
、
依
然

と
し
て
地
域
振
興
の
視
点
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
熊

本
県
一
九
八
九
）。

こ
の
時
期
の
文
書
と
し
て
は
四
団
体
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
五
件

を
収
集
で
き
た
。
水
俣
青
年
会
議
所
の
文
書
が
一
件
、
水
俣
病
被

害
者
の
会
と
水
俣
病
第
三
次
訴
訟
原
告
団
の
連
名
で
出
さ
れ
た
文

書
が
一
件
、
水
俣
市
百
人
委
員
会
の
文
書
が
三
件
で
あ
る
。

水
俣
青
年
会
議
所
は
都
市
計
画
の
専
門
家
を
招
い
て
月
一
回
の

勉
強
会
を
重
ね
、
観
光
を
焦
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を

一
九
八
四
年
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
た
（
提
出
先
は
不
明
）。

趣
旨
説
明
と
水
俣
市
内
の
七
つ
の
主
要
観
光
資
源
に
つ
い
て
の
提

言
か
ら
構
成
さ
れ
、
う
ち
一
つ
が
埋
立
地
活
用
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
文
書
形
式
は
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
、
Ｂ
５
サ
イ
ズ
四
五
ペ
ー
ジ

（
う
ち
、
埋
立
地
活
用
に
関
す
る
言
及
が
四
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。

水
俣
青
年
会
議
所
は
日
本
青
年
会
議
所
の
組
織
化
に
と
も
な
っ
て

一
九
七
一
年
に
発
足
し
た
も
の
で
、「
明
る
い
住
み
よ
い
街
づ
く

り
」
を
目
的
と
し
た
二
〇
〜
四
〇
歳
の
青
年
で
構
成
さ
れ
て
い
た

（
水
俣
青
年
会
議
所
一
九
八
四
）。
第
一
期
に
は
「
市
民
運
動
の

会
」
に
属
し
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
型
賛
成
（
�
２

）
の
主
張
を

示
し
て
い
た
。

水
俣
病
被
害
者
の
会
と
水
俣
病
第
三
次
訴
訟
原
告
団
は
、
一
九

八
八
年
の
合
同
総
会
に
お
い
て
埋
立
地
活
用
に
関
す
る
決
議
文
を

出
し
た
（
提
出
先
は
不
明
）。
文
書
形
式
は
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
、
Ｂ

４
サ
イ
ズ
一
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
被
害
者
の
会
は
一
九
七
三
年
に
は

じ
ま
っ
た
第
二
次
訴
訟
の
原
告
を
中
心
と
す
る
団
体
で
あ
り
、
患

者
認
定
基
準
の
拡
大
を
主
な
争
点
と
し
て
活
動
を
進
め
て
き
た
。

第
一
期
に
は
、
条
件
付
き
工
事
容
認
型
（
�
）
の
主
張
を
示
し
て

い
た
団
体
で
あ
る
。
第
三
次
訴
訟
原
告
団
は
一
九
八
〇
年
以
降
、

患
者
認
定
基
準
の
問
題
と
と
も
に
国
の
責
任
を
追
及
し
て
き
た
。

こ
の
時
期
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
水
俣
市
百
人
委
員
会
は
、
一

九
八
六
年
一
二
月
に
水
俣
市
長
が
「
明
る
い
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
む
け
て
「
市
民
の
英
知
を
市
政
に
」
と
い
う
目
標
の
も
と

発
足
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
（
水
俣
市
百
人
委
員
会
一
九
八
七
）。

水
俣
商
工
会
議
所
副
会
頭
が
会
長
を
つ
と
め
、
市
長
・
団
体
の
推

薦
や
一
般
公
募
に
よ
っ
て
一
四
五
人
の
委
員
が
参
集
し
た
。
水
俣

商
工
会
議
所
は
第
一
期
に
お
い
て
「
市
民
運
動
の
会
」
に
属
し
、

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
型
賛
成
（
�
２

）
の
主
張
を
示
し
て
い
た
団

体
で
あ
る
。
ま
た
、
水
俣
市
長
が
二
つ
の
患
者
団
体
に
対
し
参
加

を
求
め
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
や
支
援
者
な
ど
の
「
水
俣

病
関
係
者
」
は
「
十
人
を
超
え
る
参
加
」
と
な
っ
た
（
西
日
本
新
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観
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聞
一
九
八
六
年
一
二
月
三
日
）。
団
体
推
薦
に
関
し
て
は
、「
経

済
団
体
」、「
医
療
福
祉
団
体
」、「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
団
体
」、「
そ
の

他
市
民
団
体
等
」
が
各
十
人
ず
つ
推
薦
を
行
っ
た
。
交
通
情
報
、

地
方
自
治
、
商
店
街
振
興
、
健
康
福
祉
、
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
、

ま
ち
づ
く
り
、
産
業
振
興
の
各
分
科
会
の
自
主
運
営
で
会
議
が
進

め
ら
れ
、
市
長
に
む
け
た
提
言
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
一
九
八
七

年
と
一
九
八
九
年
に
提
出
さ
れ
た
文
書
は
趣
旨
説
明
と
各
分
科
会

ご
と
の
提
言
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
健
康
福
祉
、
教
育
文
化
ス

ポ
ー
ツ
、
ま
ち
づ
く
り
分
科
会
の
提
言
に
埋
立
地
活
用
に
関
す
る

言
及
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
一
九
九
〇
年
に
出
さ
れ
た
文
書
は
、

分
科
会
の
枠
に
か
か
わ
り
な
く
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
文

書
形
式
は
す
べ
て
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
、
Ｂ
５
サ
イ
ズ
で
、
一
九
八
七

年
の
文
書
が
五
五
ペ
ー
ジ
（
う
ち
、
埋
立
地
活
用
に
関
す
る
言
及

が
二
ペ
ー
ジ
）、
一
九
八
九
年
の
も
の
が
四
二
ペ
ー
ジ
（
四
）、
一

九
九
〇
年
の
も
の
が
六
ペ
ー
ジ
（
三
）
で
あ
る
。

第
一
期
の
文
書
と
同
様
に
構
成
タ
ー
ム
か
ら
分
類
を
試
み
た
。

た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
文
書
に
つ
い
て
は
埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
る

理
念
と
具
体
的
要
求
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
を
区
別
し
た
上
で
分
類

を
行
っ
た
。
対
象
と
し
た
文
書
五
件
の
う
ち
明
確
な
理
念
が
示
さ

れ
な
い
一
件
（
水
俣
市
百
人
委
員
会
一
九
九
〇
）
を
除
い
て
、

理
念
と
要
求
が
文
中
に
混
在
す
る
が
、
冒
頭
の
章
で
文
書
全
体
の

理
念
が
述
べ
ら
れ
る
も
の
三
件
と
そ
う
で
な
い
も
の
一
件
と
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
構
成
の
違
い
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

冒
頭
の
章
で
述
べ
ら
れ
る
理
念
に
関
し
て
は
す
べ
て
を
分
類
対
象

と
し
、
そ
れ
以
外
に
文
中
に
散
見
さ
れ
る
理
念
に
関
し
て
は
埋
立

地
活
用
を
め
ぐ
る
具
体
的
要
求
に
か
か
わ
る
も
の
の
み
を
抽
出
し

た
。
た
だ
し
、「
埋
立
地
」
を
表
題
に
含
む
文
書
に
つ
い
て
は
、

文
中
に
散
見
さ
れ
る
理
念
す
べ
て
を
抽
出
し
た
。
ま
た
、
埋
立
地

活
用
を
め
ぐ
る
具
体
的
要
求
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
抽
出
し
た
上

で
分
類
を
行
っ
た
。

ま
ず
埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
る
理
念
に
つ
い
て
は
、「
明
る
い

―
ま
ち
づ
く
り
」、「
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
創
出
」
の
う
ち
い
ず
れ

か
を
含
む
文
書
を
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
型
（
Ａ
１

）、「
観
光
―
都

市
」
を
含
む
も
の
を
観
光
都
市
化
型
（
Ａ
２

）、「
自
然
と
の
調
和
」、

「
公
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
含
む
も
の
を
環
境
都
市
化
型

（
Ａ
３

）、「
市
民
相
互
の
融
和
」、「
市
民
の
心
―
一
つ
に
」、「
患
者
、

市
民
（
住
民
）
―
交
流
」
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
含
む
も
の
を
市
民

融
和
型
（
Ｂ
）、「
二
度
と
公
害
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
願
い
」、

「
ノ
ー
モ
ア
・
ミ
ナ
マ
タ
」、「
教
訓
―
後
世
」、「
教
訓
―
残
し
」、

「
水
俣
病
―
事
実
―
後
世
」
の
い
ず
れ
か
を
含
む
も
の
を
公
害
撲

滅
・
教
訓
継
承
型
（
Ｃ
、
以
下
、
教
訓
継
承
型
と
表
示
）、「
被
害

者
―
救
済
」
を
含
む
も
の
を
患
者
救
済
型
（
Ｄ
）
に
分
類
し
た

史
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（
表
５
ａ
）。

埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
る
具
体
的
要
求
に
つ

い
て
は
、「
国
際
園
芸
博
覧
会
」、「
物
産
展
」、

「
海
辺
の
コ
ン
サ
ー
ト
」、「
マ
ー
チ
ン
グ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
遠
泳
大
会
」、「
競
技

会
」、「
九
州
モ
ト
ク
ロ
ス
大
会
」、「
全
国
花

火
大
会
」、「
弁
論
大
会
」、「
講
演
会
」、「
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、「
子
供
―
中
心
―
イ
ベ
ン

ト
」、「
海
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
」
の
う
ち

い
ず
れ
か
を
含
む
文
書
を
イ
ベ
ン
ト
型

（
１
）、「
モ
ト
ク
ロ
ス
場
」、「
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
」、「
多
目
的
運
動
場
」、「
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
」
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
含
む
も
の
を

運
動
公
園
型
（
２
）、「
水
俣
病
―
資
料
館
」、

「
水
俣
病
メ
モ
リ
ア
ル
記
念
館
」、「
水
俣
病

記
念
館
」、「
シ
ン
ボ
ル
―
像
」、「
決
意
の
シ

ン
ボ
ル
」、「
慰
霊
塔
」、「
細
川
一
―
胸
像
」、

「
ネ
コ
―
銅
像
」
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
含
む

も
の
を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
型
（
３
）、「
慰
霊

祭
」
を
含
む
も
の
を
慰
霊
式
型
（
４
）
に
分

類
し
た
（
表
５
ｂ
）。
な
お
、「
細
川
一
―
胸

表 5 a 埋立地活用をめぐる理念にもとづく分類（第二期）

理念に関わるキーターム

「明るい―まちづくり」、「明るいイメージの創出」のいずれか

「観光―都市」

「自然との調和」、「公害のない―まちづくり」

「市民相互の融和」、「市民の心―一つに」、「患者、市民（住民）―交
流」のいずれか

「二度と公害を起こさないという願い」、「ノーモア・ミナマタ」、
「教訓―後世」、「教訓―残し」、「水俣病―事実―後世」のいずれか

「被害者―救済」

分類名称

明るいまちづくり

観光都市化

環境都市化

市民融和

公害撲滅・教訓継承

患者救済

code

A1

A2

A3

B

C

D

表 5 b 埋立地活用をめぐる具体的要求にもとづく分類（第二期）

要求に関わるキーターム

「国際園芸博覧会」、「物産展」、「海辺のコンサート」、「マーチング
フェスティバル」、「遠泳大会」、「競技会」、「九州モトクロス大会」、
「全国花火大会」、「弁論大会」、「講演会」、「シンポジウム」、「子供
―中心―イベント」、「海を利用したイベント」のいずれか

「モトクロス場」、「ゲートボール場」、「多目的運動場」、「ジョギン
グコース」のいずれか

「水俣病―資料館」、「水俣病メモリアル記念館」、「水俣病記念館」、
「シンボル―像」、「決意のシンボル」、「慰霊塔」、「細川一―胸像」、
「ネコ―銅像」のいずれか

「慰霊祭」

分類名称

イベント

運動公園

モニュメント

慰霊式

code

1

2

3

4
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像
」
は
水
俣
病
の
原
因
究
明
に
尽
力
し
た
チ
ッ
ソ
付
属
病
院
医
師

の
細
川
氏
、「
ネ
コ
―
銅
像
」
は
水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
た
ネ
コ

に
か
か
わ
る
要
求
で
あ
る
。「
水
俣
病
」
の
教
訓
化
や
記
念
を
要

求
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
型
に
分
類
し

た
。「
シ
ン
ボ
ル
―
像
」
や
「
決
意
の
シ
ン
ボ
ル
」
は
、
水
俣
市

の
主
導
に
よ
り
一
九
九
六
年
に
完
成
し
た
「
水
俣
メ
モ
リ
ア
ル
」

建
設
に
結
び
つ
い
た
要
求
で
あ
る
。「
水
俣
メ
モ
リ
ア
ル
」
の
解

説
版
に
は
、「
犠
牲
者
の
慰
霊
・
鎮
魂
」、「
災
禍
を
再
び
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
の
祈
念
」
と
い
っ
た
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

各
文
書
に
お
け
る
理
念
と
要
求
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
に
表
６
を
作
成
し
た
。
特
定
の
理
念
と
特
定
の
要
求
の
連
関
が

文
中
に
明
示
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
表
に
記
載
し
た
。
た
と
え

ば
、
教
訓
継
承
型
の
理
念
を
論
拠
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
型
の
要
求
が

提
示
さ
れ
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
特
定
の
要
求
と

の
連
関
が
文
中
に
明
示
さ
れ
な
い
理
念
、
あ
る
い
は
特
定
の
理
念

と
の
連
関
が
明
示
さ
れ
な
い
要
求
に
つ
い
て
は
「―

」
を
記
載
し

た
。表

６
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
期
に
お
い
て
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
型
（
�
２

）
の
主
張
を
示
し
て
い
た
水
俣
青
年
会
議
所

や
、
百
人
委
員
会
の
文
書
に
教
訓
継
承
型
の
理
念
と
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
型
の
要
求
の
連
関
（
Ｃ
―
３
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
第
二
期
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
が

含
意
す
る
の
は
「
暗
い
」
過
去
か
ら
の
脱
却
で
あ
り
、
そ
れ
は
第

一
期
に
お
い
て
過
去
の
被
害
の
認
定
を
求
め
る
主
張
と
対
立
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
二
期
に
は
、「
水
俣
病
」
と
い
う
過

去
の
記
憶
を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
刻
ん
だ
上
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
が
認
め
ら
れ
る
。
青
年
会
議
所
の
文

書
が
「
公
害
の
な
い
」
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
環
境
都
市
化
型

（
Ａ
３

）
の
理
念
を
示
す
こ
と
も
、
こ
う
し
た
変
化
を
裏
づ
け
て
い

る
。
地
域
内
で
対
話
や
歩
み
寄
り
が
進
み
、「
水
俣
病
」
を
め
ぐ

る
過
去
を
受
容
し
て
い
く
必
要
性
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
と
考
え

表 6 各主体における理念と要求の関
係（第二期）

要求

1

―

3

1

3

3

―

1

3

1、2、3

4

理念

A1

A2

A3

B

C

B

C

D

A1

B

―

C

主体

水俣青年会議所

水俣病被害者の会・
第三次訴訟原告団

水俣市百人委員会

既
存
団
体

新
団
体

史
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て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
対
話
や
歩
み
寄
り
に
関
し
て
、
百
人
委
員
会
と
被

害
者
の
会
・
第
三
次
訴
訟
原
告
団
の
文
書
が
と
も
に
、
市
民
融
和

型
・
教
訓
継
承
型
の
理
念
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
型
の
要
求
の
連
関

（
Ｂ
・
Ｃ
―
３
）
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
に
よ
り

も
、
百
人
委
員
会
の
文
書
（
一
九
八
七
）
に
記
さ
れ
た
「
水
俣
病

の
歴
史
、
記
録
を
集
積
し
、
教
訓
を
残
し
て
…
…
（
中
略
）
…
…

患
者
、
市
民
、
他
所
か
ら
の
来
訪
者
の
交
流
が
で
き
る
も
の
を
要

望
」
す
る
と
い
う
一
文
と
、
患
者
団
体
の
文
書
（
一
九
八
八
）
に

記
さ
れ
た
「
水
俣
病
の
歴
史
、
記
録
を
集
積
し
、
そ
の
教
訓
を
後

世
に
残
し
う
る
も
の
で
、
水
俣
病
患
者
、
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
国

内
外
の
来
訪
者
が
自
由
に
使
用
、
交
流
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
一
文
に
は
、
両
者
の
歩
み
寄
り
を
示
唆
す
る

強
い
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
患
者
団
体
の
文
書
に
は
ま
ち
づ
く
り
型
の
理
念

（
Ａ
）
や
イ
ベ
ン
ト
型
（
１
）・
運
動
公
園
型
（
２
）
の
要
求
は
見

ら
れ
な
い
。
逆
に
、
患
者
団
体
以
外
の
文
書
に
は
ま
ち
づ
く
り
型

の
理
念
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
型
・
運
動
公
園
型
の
要
求
が
多
種
多

様
な
か
た
ち
で
示
さ
れ
る
。
こ
の
差
異
は
、
各
文
書
に
お
け
る
埋

立
地
の
意
味
づ
け
と
無
関
係
で
は
な
い
。
青
年
会
議
所
の
文
書

（
一
九
八
四
）
で
は
「
蘇
る
水
俣
の
象
徴
」、
百
人
委
員
会
の
文
書

（
一
九
八
七
）
で
は
「
新
生
水
俣
」
と
い
う
タ
ー
ム
で
埋
立
地
が

意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
患
者
団
体
の
文
書
（
一
九
八

八
）
に
は
「
水
俣
病
患
者
と
住
民
が
被
っ
た
す
べ
て
の
被
害
に
対

す
る
、
い
の
ち
と
ひ
き
か
え
の
代
償
」
と
い
う
タ
ー
ム
が
認
め
ら

れ
る
。
被
害
者
の
会
は
一
九
八
五
年
の
チ
ッ
ソ
控
訴
審
に
勝
訴
後

も
運
動
を
継
続
中
で
あ
り
、
第
三
次
訴
訟
原
告
団
は
国
・
県
・
チ

ッ
ソ
の
控
訴
に
よ
っ
て
裁
判
の
行
き
詰
ま
り
に
直
面
し
て
い
た

（
原
田
一
九
八
九
）。
被
害
の
歴
史
や
奪
わ
れ
た
命
を
象
徴
す
る

証
し
と
し
て
埋
立
地
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
裁

判
や
運
動
を
継
続
中
の
人
々
、
そ
の
身
体
に
水
俣
病
を
病
み
続
け

る
人
々
に
と
っ
て
「
再
生
」
と
い
う
言
葉
で
埋
立
地
が
意
味
づ
け

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
む
し
ろ
、
被
害
の
歴
史
の
証
し
と

な
る
べ
き
場
が
「
再
生
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
視
点
か
ら
改
変

さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
危
惧
す
べ
き
事
態
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
九
八
九
年
に
発
表
さ
れ
た
県
の
活

用
構
想
に
対
し
、
被
害
者
の
会
の
事
務
局
長
は
「
水
俣
病
の
教
訓

を
生
か
す
、
と
い
う
基
本
理
念
と
資
料
館
建
設
は
わ
れ
わ
れ
が
要

求
し
て
き
た
こ
と
で
も
あ
り
、
評
価
す
る
が
、
水
俣
病
は
も
う
終

わ
っ
た
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
利
用
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
」

（
朝
日
新
聞
一
九
八
九
年
七
月
二
八
日
）
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の

語
り
に
は
、「
教
訓
継
承
」
と
い
う
理
念
が
「
再
生
」
や
「
ま
ち

水
俣
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の
景
観
史
研
究
に
む
け
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づ
く
り
」
の
問
題
へ
と
接
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
懐
疑
が
示
さ

れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
二
期
か
ら
第
三
期
へ
の
過
渡
期
的
特
徴
と
し
て
、

患
者
救
済
型
の
理
念
（
Ｄ
）
に
連
関
す
る
要
求
が
い
ず
れ
の
文
書

に
も
見
ら
れ
な
い
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
患
者
団
体
の

人
々
に
と
っ
て
埋
立
地
が
被
害
の
歴
史
の
証
し
と
い
う
意
味
で
重

要
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
が
、「
救
済
」
に
結

び
付
く
具
体
的
活
用
策
に
つ
い
て
は
未
だ
模
索
中
の
段
階
に
あ
っ

た
と
解
釈
で
き
る
。

（
三
）
第
三
期
（
一
九
九
〇
年
三
月
〜
一
九
九
九
年
）

埋
立
地
の
完
成
か
ら
そ
れ
を
契
機
と
す
る
地
域
再
生
事
業
「
も

や
い
直
し
事
業
」
が
終
了
す
る
ま
で
の
第
三
期
は
、
埋
立
地
の
活

用
を
め
ぐ
る
対
立
が
顕
在
化
し
た
時
期
で
あ
る
。「
も
や
い
直
し

事
業
」（
正
式
名
「
環
境
創
造
み
な
ま
た
推
進
事
業
」）
と
は
、
患

者
・
市
民
・
行
政
が
共
同
で
国
際
会
議
や
市
民
の
集
い
（
講
座
）、

展
示
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
相
互
理
解
や
新

た
な
地
域
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
目
指
し
た
地
域
再
生
事
業
の
こ
と

を
指
す
（
環
境
創
造
み
な
ま
た
実
行
委
員
会
・
水
俣
市
一
九
九

九
）。
た
と
え
ば
、
環
境
復
元
を
祈
念
し
て
一
九
九
〇
年
八
月
に

行
わ
れ
た
「
み
な
ま
た
一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
そ
の
最
初
の

事
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
熊
本
県
の
主
催
に
よ
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
の

合
唱
団
を
迎
え
埋
立
地
で
市
民
と
と
も
に
合
唱
を
行
う
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
開
催
当
日
一
部
の
患
者
・
支
援
者
に
よ
っ
て

「
行
政
に
よ
る
水
俣
病
隠
し
の
お
祭
り
騒
ぎ
」
と
す
る
抗
議
ビ
ラ

が
配
ら
れ
た
。
ま
た
、
埋
立
地
の
整
備
が
本
格
化
し
た
の
も
こ
の

時
期
で
あ
る
。
熊
本
県
の
主
導
に
よ
っ
て
、
竹
林
園
（
一
九
九
二

年
）、
環
境
セ
ン
タ
ー
（
一
九
九
三
年
）、
親
水
緑
地
（
一
九
九
四

年
）
が
設
け
ら
れ
、
水
俣
市
の
主
導
に
よ
っ
て
水
俣
病
資
料
館

（
一
九
九
三
年
）
と
水
俣
メ
モ
リ
ア
ル
（
一
九
九
四
年
）
が
完
成

し
た
。
一
九
九
七
年
か
ら
は
地
域
再
生
事
業
の
一
環
と
し
て
「
実

生
の
森
」
づ
く
り
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

第
三
期
の
文
書
と
し
て
、
九
団
体
・
個
人
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た

六
件
を
収
集
で
き
た
。
チ
ッ
ソ
水
俣
病
患
者
連
盟
・
水
俣
病
患
者

連
合
・
チ
ッ
ソ
水
俣
病
関
西
患
者
の
会
・
東
海
水
俣
病
患
者
互
助

会
の
連
名
で
出
さ
れ
た
文
書
が
一
件
、
水
俣
市
百
人
委
員
会
、
海

の
声
を
聞
く
会
、
本
願
の
会
の
文
書
が
各
一
件
ず
つ
、
Ｏ
・
Ｍ
氏

と
Ｏ
・
Ｓ
氏
の
連
名
で
出
さ
れ
た
文
書
が
一
件
、
患
者
有
志
に
よ

っ
て
出
さ
れ
た
文
書
が
一
件
で
あ
る
。

チ
ッ
ソ
水
俣
病
患
者
連
盟
・
水
俣
病
患
者
連
合
・
チ
ッ
ソ
水
俣

病
関
西
患
者
の
会
・
東
海
水
俣
病
患
者
互
助
会
の
四
患
者
団
体
は
、

一
九
九
〇
年
に
埋
立
地
活
用
構
想
に
関
す
る
合
同
声
明
文
を
出
し

史
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た
（
提
出
先
は
不
明
）。
文
書
形
式
は
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
、
Ｂ
４
サ

イ
ズ
一
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
チ
ッ
ソ
水
俣
病
患
者
連
盟
と
水
俣
病
患

者
連
合
は
裁
判
に
重
点
を
置
か
ず
、
チ
ッ
ソ
や
行
政
と
の
直
接
交

渉
に
よ
っ
て
患
者
救
済
を
は
か
る
運
動
を
進
め
て
き
た
団
体
で
あ

る
。
患
者
連
合
は
、
水
俣
病
認
定
申
請
者
協
議
会
を
前
身
と
し
て

お
り
、
第
一
期
に
お
い
て
は
患
者
連
盟
と
と
も
に
「
原
告
団
」
に

属
し
、
工
法
安
全
性
型
・
被
害
置
き
去
り
型
・
水
俣
病
隠
蔽
型
抗

議
（
�
２

、
�
３

、
�
４

）
の
主
張
を
示
し
て
い
た
。
チ
ッ
ソ
水
俣

病
関
西
患
者
の
会
と
東
海
水
俣
病
患
者
互
助
会
は
運
動
の
詳
細
に

つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
水
俣
病
被
害
関
係
者
の
う
ち
関
西
や
東
海

地
方
に
移
り
住
ん
だ
人
々
が
結
集
し
た
団
体
で
あ
る
。

第
二
期
に
発
足
し
た
水
俣
市
百
人
委
員
会
は
、
一
九
九
一
年
に

水
俣
市
長
あ
て
に
提
言
書
を
提
出
し
た
。
文
書
は
一
九
八
七
年
・

一
九
八
九
年
の
文
書
と
同
様
に
、
趣
旨
説
明
と
七
分
科
会
ご
と
の

提
言
か
ら
構
成
さ
れ
、
健
康
福
祉
、
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
、
ま
ち

づ
く
り
分
科
会
の
提
言
に
埋
立
地
活
用
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ

る
。
文
書
形
式
は
、
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
、
Ｂ
５
サ
イ
ズ
九
八
ペ
ー
ジ

（
う
ち
、
埋
立
地
活
用
に
関
す
る
言
及
が
五
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。

Ｏ
・
Ｍ
氏
と
Ｏ
・
Ｓ
氏
は
、
一
九
九
〇
年
に
埋
立
地
活
用
に
関

す
る
意
思
表
明
の
文
書
「
水
俣
病

意
志
の
書
」
を
熊
本
県
知

事
・
水
俣
市
長
あ
て
に
提
出
し
て
い
る
。
Ｏ
・
Ｍ
氏
に
つ
い
て
は

一
九
七
四
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
水
俣
病
認
定
申
請
者
協
議
会

に
参
加
し
、
第
一
期
に
は
「
原
告
団
」
に
属
し
て
い
た
人
物
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
筆
者
の
入
手
で
き
た
資
料
が
活
字
で

転
載
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
た
め
原
本
の
形
式
は
不
明
だ
が
、
文
字

総
数
は
九
八
六
文
字
で
あ
る
。

先
述
の
と
お
り
、「
一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト
」（
一
九
九
〇
年
）
の

会
場
で
、
患
者
・
支
援
者
有
志
に
よ
っ
て
抗
議
の
ビ
ラ
が
配
ら
れ

た
。
ビ
ラ
を
配
っ
た
有
志
は
、
Ｏ
・
Ｍ
氏
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ

ー
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
辻
一
九
九
六
�
一
五
一
頁
）。

文
書
形
式
は
手
書
き
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ
一
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

水
俣
・
海
の
声
を
聞
く
会
は
埋
立
て
事
業
の
安
全
性
な
ど
を
論

議
す
る
「
水
俣
・
海
の
声
を
聞
く
集
い
」
を
重
ね
、
一
九
九
〇
年

に
埋
立
地
活
用
に
関
す
る
質
問
状
を
熊
本
県
知
事
・
水
俣
市
長
あ

て
に
提
出
し
た
（
水
俣
・
海
の
声
を
聞
く
会
一
九
九
〇
）。
文
書

の
形
式
は
、
手
書
き
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ
一
四
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
会
の

正
確
な
発
足
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
代
表
者
は
、
第
一
次

訴
訟
原
告
の
一
人
で
あ
り
、
第
一
期
に
は
「
原
告
団
」
に
属
し
て

い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

本
願
の
会
は
患
者
有
志
十
六
人
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
一
九
九

四
年
に
発
足
し
た
も
の
で
、
同
年
、
呼
び
か
け
を
行
っ
た
十
六
人

の
連
名
で
埋
立
地
活
用
に
関
す
る
要
望
書
を
水
俣
市
長
あ
て
に
提

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

一
五
九
（
一
五
九
）



出
し
た
。
文
書
形
式
は
手
書
き
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ
四
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

有
志
十
六
人
に
は
、
第
一
期
に
お
い
て
「
原
告
団
」
に
所
属
し
て

い
た
チ
ッ
ソ
水
俣
病
患
者
連
盟
委
員
長
（
原
告
団
長
）
と
水
俣
病

患
者
連
合
会
長
、
第
一
期
に
お
い
て
「
市
民
運
動
の
会
」
に
所
属

し
、
ま
ち
づ
く
り
型
賛
成
（
�
２

）
の
主
張
を
示
し
て
い
た
水
俣

病
患
者
平
和
会
会
長
、
第
一
期
に
お
い
て
条
件
付
き
工
事
容
認
型

（
�
）
の
主
張
を
示
し
、
第
二
期
に
お
い
て
は
教
訓
継
承
型
・
患

者
救
済
型
（
Ｂ
、
Ｃ
）
の
理
念
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
型
（
３
）
の
要

求
を
示
し
て
い
た
水
俣
病
被
害
者
の
会
会
長
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
一
期
に
お
い
て
「
水
俣
市
漁
協
」
に
所
属
し
、
漁
場

復
元
型
賛
成
（
�
１

）
の
主
張
を
示
し
て
い
た
人
物
も
加
わ
っ
て

い
た
。

第
二
期
と
同
様
に
、
埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
る
理
念
と
具
体
的
要

求
に
注
目
し
、
構
成
タ
ー
ム
か
ら
分
類
を
試
み
た
。
対
象
と
し
た

文
書
六
件
す
べ
て
に
お
い
て
、
理
念
と
要
求
と
が
文
中
に
混
在
し

て
い
る
が
、
冒
頭
の
章
で
文
書
全
体
の
理
念
が
述
べ
ら
れ
る
も
の

一
件
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
五
件
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
構
成
の
違
い
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
第
二
期
と
同
様
の
基
準

に
し
た
が
っ
て
理
念
と
要
求
を
抽
出
し
、
ま
た
、
第
二
期
と
共
通

の
名
称
と
コ
ー
ド
を
用
い
て
分
類
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
新
た
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
必
要
な
と
き
に
は
名
称
と
コ
ー
ド
を
追
加
し
た

（
表
７
ａ
、
ｂ
）。

ま
ず
埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
る
理
念
に
つ
い
て
は
、「
明
る
い

―
ま
ち
づ
く
り
」
を
含
む
文
書
を
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
型
（
Ａ

１
）、「
市
民
相
互
の
融
和
」
を
含
む
も
の
を
市
民
融
和
型
（
Ｂ
）、

「
水
俣
病
―
事
実
―
後
世
」、「
教
訓
―
財
産
と
さ
れ
る
べ
き
」
の

う
ち
い
ず
れ
か
を
含
む
も
の
を
公
害
撲
滅
・
教
訓
継
承
型
（
Ｃ
）、

「
患
者
―
救
済
」
を
含
む
も
の
を
患
者
救
済
型
（
Ｄ
）
に
分
類
し

た
。
他
方
、「
墓
場
と
し
て
―
永
い
―
眠
り
に
つ
か
せ
て
や
り
た

い
」、「
死
者
―
復
権
」、「
毒
殺
さ
れ
た
―
海
の
痛
み
」、「
埋
立
て

ら
れ
た
彼
の
地
―
心
痛
ん
で
い
る
」、「
埋
立
て
ら
れ
た
我
ら
が
命

の
母
体
―
絶
命
せ
ず
―
呻
吟
し
て
」
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
含
む
文

書
を
自
己
救
済
型
（
Ｅ
）
に
分
類
し
た
（
表
７
ａ
）。
こ
こ
ま
で

定
義
を
省
略
し
て
き
た
が
、
患
者
救
済
型
（
Ｄ
）
は
、
分
類
基
準

と
し
た
タ
ー
ム
（「
被
害
者
―
救
済
」、「
患
者
―
救
済
」）
が
「
政

府
―
や
る
べ
き
」
や
「
熊
本
県
・
水
俣
市
―
最
優
先
さ
せ
る
べ

き
」
と
い
っ
た
タ
ー
ム
を
伴
っ
て
い
る
点
か
ら
、
行
政
に
よ
る
制

度
的
救
済
（
法
的
・
医
療
的
・
経
済
的
救
済
）
の
要
求
と
結
び
つ

く
理
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
自
己
救
済
型

（
Ｅ
）
は
死
者
や
海
・
埋
立
地
と
い
っ
た
他
者
の
受
難
に
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
自
身
の
心

情
を
訴
え
る
理
念
で
あ
る
。

史
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埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
る
具
体
的
要
求
に
つ
い

て
は
、「
運
動
公
園
」、「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
を

含
む
文
書
を
運
動
公
園
型
（
２
）、「
水
俣
病

―
資
料
館
」、「
資
料
館
」、「
シ
ン
ボ
ル
―
像
」

の
う
ち
い
ず
れ
か
を
含
む
も
の
を
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
型
（
３
）、「
水
俣
忌
」
を
含
む
も
の
を
慰
霊

式
型
（
４
）
に
分
類
し
た
。
他
方
、「
企
み
」、

「
大
罪
」、「
お
祭
り
騒
ぎ
」
を
含
む
文
書
を
活

用
中
止
型
（
５
）、「
人
為
―
改
造
―
や
め
て
も

ら
い
た
い
」、「
永
い
―
眠
り
に
つ
か
せ
て
や
り

た
い
」
を
含
む
も
の
を
永
久
放
置
型
（
６
）、

「
数
多
く
―
石
像
―
祀
る
」
を
含
む
も
の
を
石

像
型
（
７
）
に
分
類
し
た
（
表
７
ｂ
）。
な
お
、

「
数
多
く
」
と
い
う
タ
ー
ム
に
は
石
像
物
の
継

続
的
な
追
加
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
型
と
区
別
し
た
。

理
念
と
要
求
の
連
関
表
（
表
８
）
に
明
ら
か

な
よ
う
に
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
型
の
理
念
と

運
動
公
園
型
の
要
求
の
連
関
（
Ａ
１

―
２
）
や

教
訓
継
承
型
の
理
念
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
型
の
要

求
の
連
関
（
Ｃ
―
３
）
が
第
二
期
か
ら
継
続
す

表 7 a 埋立地活用をめぐる理念にもとづく分類（第三期）

理念に関わるキーターム

「明るい―まちづくり」

―

―

「市民相互の融和」

「水俣病―事実―後世」、「教訓―財産とされるべき」のいずれか

「患者―救済」

「墓場として―永い―眠りにつかせてやりたい」、「死者―復権」，
「毒殺された―海の痛み」、「埋立てられた彼の地―心痛んでいる」、
「埋立てられた我らが命の母体―絶命せず―呻吟して」のいずれか

分類名称

明るいまちづくり

観光都市化

環境都市化

市民融和

公害撲滅・教訓継承

患者救済

自己救済

code

A1

A2

A3

B

C

D

E

表 7 b 埋立地活用をめぐる具体的要求にもとづく分類（第三期）

要求に関わるキーターム

―

「運動公園」、「スポーツ施設」

「（水俣病）資料館」、「シンボル像」のいずれか

「水俣忌」、「斎場」

「企み」、「大罪」、「お祭り騒ぎ」

「人為―改造―やめてもらいたい」、「永い―眠りにつかせてやりたい」

「数多く―石像―祀る」

分類名称

イベント

運動公園

モニュメント

慰霊式

活用中止

永久放置

石像

code

1

2

3

4

5

6

7
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俣
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観
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る
一
方
、
イ
ベ
ン
ト
型
の
要
求
（
１
）
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
ま

た
、
患
者
救
済
型
（
Ｄ
）
の
理
念
が
未
だ
埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
る

具
体
的
要
求
と
の
連
関
を
示
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
自
己
救
済

型
（
Ｅ
）
の
理
念
は
具
体
的
要
求
と
の
連
関
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
患
者
」
と
し
て
の
身
体
的
・
制
度

的
救
済
で
は
な
く
、
心
情
的
側
面
の
救
済
と
埋
立
地
の
連
節
が
第

三
期
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

自
己
救
済
型
の
理
念
は
、
患
者
有
志
（
一
九
九
〇
）、
Ｏ
・
Ｍ

氏
と
Ｏ
・
Ｓ
氏
（
一
九
九
〇
）、
水
俣
・
海
の
声
を
聞
く
会
（
一

九
九
〇
）、
本
願
の
会
の
文
書
（
一
九
九
四
）
に
示
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
「
原
告
団
」
の
流
れ
を
汲
む
主
体
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ

た
。
第
一
期
に
お
け
る
原
告
団
の
文
書
に
は
「
埋
立
て
」
事
業
と

被
害
者
「
隠
蔽
」
の
連
関
が
示
さ
れ
た
上
で
、
被
害
者
の
制
度
的

救
済
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
第
三
期
に
お
い
て

は
死
者
や
海
（
埋
立
地
）
と
い
っ
た
他
者
の
受
難
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
変
化
の
背
景
と
し
て
は
、
第
二
期
後
半
か
ら
第
三
期

前
半
に
か
け
て
、
水
俣
病
事
件
の
収
束
・
解
決
に
む
け
た
動
き
が

活
発
化
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
次
訴
訟
や
第
三
次
訴
訟

な
ど
で
司
法
が
患
者
認
定
基
準
の
「
狭
さ
」
を
厳
し
く
批
判
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
側
は
そ
の
見
直
し
を
拒
否
し
続
け
て
い

た
。
制
度
的
救
済
が
行
き
詰
る
な
か
で
、
高
齢
化
す
る
患
者
た
ち

の
あ
い
だ
か
ら

は
「
生
き
て
い

る
う
ち
に
救
済

を
」
と
い
う
声

が
あ
が
り
は
じ

め
、
一
九
八
九

年
か
ら
水
俣
病

被
害
者
弁
護
団

全
国
連
絡
会
議

と
行
政
の
間
で
、

補
償
協
定
に
よ

ら
な
い
新
た
な

救
済
シ
ス
テ
ム

の
確
立
に
む
け

た
協
議
が
行
わ
れ
て
い
た
（
熊
本
日
日
新
聞
一
九
八
九
年
一
一

月
六
日
）。
一
方
、
水
俣
市
で
は
一
九
九
三
年
に
発
足
し
た
「
水

俣
病
問
題
の
早
期
・
全
面
解
決
と
地
域
の
再
生
・
振
興
を
推
進
す

る
市
民
の
会
」
に
市
内
の
一
一
〇
団
体
が
参
加
し
、
水
俣
病
の
和

解
に
向
け
て
国
の
関
与
を
引
き
出
す
た
め
の
署
名
運
動
を
展
開
し

て
い
た
（
熊
本
日
日
新
聞
一
九
九
三
年
二
月
七
日
、
山
田
一
九

九
九
�
三
七
頁
）。
そ
の
結
果
と
し
て
、
一
九
九
六
年
の
政
治
解

表 8 各主体における理念と要求の関係（第三期）

要求

―

2

3

6

5

3

4

7

理念

D

A1

C

E

E

C

E

E

主体

チッソ水俣病患者連盟・水俣病患者連
合・チッソ水俣病関西患者の会・東海水
俣病患者互助会

水俣市百人委員会

O・M氏、O・S氏

患者有志

水俣・海の声を聞く会

本願の会

既
存
団
体

個
人

新
団
体

史
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決
で
は
、
救
済
対
象
が
「
四
肢
末
梢
優
位
の
感
覚
障
害
が
あ
る
者

及
び
判
定
検
討
会
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
認
め
た
者
」（
松
野
一

九
九
六
�
三
八
頁
）
に
拡
張
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
状
の

解
決
で
あ
っ
て
、
水
俣
病
患
者
と
し
て
公
式
に
認
定
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
過
去
四
十
年
に
わ
た
る
受
難
の

意
味
を
人
々
に
意
識
さ
せ
た
と
推
察
で
き
る
。

水
俣
湾
に
刻
ま
れ
た
被
害
の
痕
跡
は
、
病
み
続
け
て
い
た
人
々

の
存
在
や
、
無
念
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
人
々
の
存
在
を

身
体
的
に
感
覚
さ
せ
る
物
象
・
媒
体
で
あ
る
。
埋
立
て
事
業
や
地

域
再
生
事
業
を
通
し
て
埋
立
地
か
ら
被
害
の
痕
跡
が
消
し
去
ら
れ

て
い
く
こ
と
は
、「
原
告
団
」
の
流
れ
を
汲
む
人
々
に
と
っ
て

「
第
二
の
喪
失
の
プ
ロ
セ
ス
」（
米
山
二
〇
〇
五
�
一
二
五
頁
）

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
将
来
、
私
た
ち
の
存
在
の

名
残
り
（rem

inders

）
は
、
宿
る
場
所
も
、
そ
こ
か
ら
想
起
さ

れ
る
べ
き
痕
跡
も
持
た
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」（
米
山
二
〇

〇
五
�
一
二
五
頁
）
と
い
う
危
惧
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
患
者
有
志
（
一
九
九
〇
）
と
本
願
の
会
の
文
書

（
一
九
九
四
）
に
は
「
水
俣
病
」
以
前
の
生
活
世
界
を
描
写
す
る

タ
ー
ム
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、
本
願
の
会
の
文
書
に
は
当
時
の

記
憶
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
か
つ
て
、
水
俣
湾
は
海
の
宝
庫
で
し
た
。
回
遊
す
る
魚
た

ち
は
群
れ
を
な
し
て
産
卵
し
、
そ
の
稚
魚
た
ち
は
こ
こ
で
育
ち

成
魚
と
な
り
、
ま
た
還
っ
て
く
る
母
の
胎
の
よ
う
な
所
で
し
た
。

百
間
か
ら
明
神
崎
に
至
る
現
在
の
埋
め
立
て
地
の
あ
た
り
は
イ

ワ
シ
や
コ
ノ
シ
ロ
が
銀
色
の
う
ろ
こ
を
光
ら
せ
ボ
ラ
が
飛
び
か

い
、
エ
ビ
や
カ
ニ
が
た
わ
む
れ
て
い
ま
し
た
。
潮
の
ひ
い
た
海

辺
で
は
貝
を
採
り
、
波
間
に
揺
れ
る
ワ
カ
メ
や
ヒ
ジ
キ
を
採
っ

て
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
い
の
ち
に
よ
っ

て
我
が
身
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

し
か
し
、
産
業
文
明
の
毒
水
は
海
の
生
き
も
の
か
ら
人
間
ま

で
も
、
な
ん
と
あ
ま
た
の
生
き
も
の
た
ち
を
毒
殺
し
た
の
か
。

こ
の
原
罪
は
消
し
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
史
実
で
あ
り
、
人
類

史
に
人
間
の
罪
と
し
て
永
久
に
刻
み
こ
ま
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。」

こ
の
文
書
で
は
、「
水
俣
病
」
以
前
の
水
俣
湾
に
お
け
る
生
活
世

界
の
記
憶
か
ら
「
水
俣
病
」
が
意
味
づ
け
直
さ
れ
て
い
る
。
水
俣

湾
に
は
か
つ
て
「
は
だ
か
瀬
」、「
緑
鼻
」、「
馬
刀
潟
」、「
井
川
」

と
い
っ
た
民
俗
呼
称
を
伴
う
場
所
と
と
も
に
、
土
地
や
生
き
物
と

の
具
体
的
な
か
か
わ
り
（
交
感
）
の
な
か
で
様
々
に
意
味
づ
け
ら

れ
た
生
活
世
界
（
河
合
二
〇
〇
七
�
一
―
五
頁
）
が
存
在
し
て

い
た
（
７
）
。
し
か
し
、「
水
俣
病
」
に
よ
っ
て
湾
内
の
魚
は
狂
い
ま
わ

り
、
死
魚
が
浮
上
し
、
死
滅
し
た
貝
類
の
腐
敗
臭
が
立
ち
上
る
よ

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

一
六
三
（
一
六
三
）



う
に
な
っ
た
（
水
俣
病
研
究
会
一
九
七
〇
（
８
）
）。「
我
が
身
を
養

う
」
存
在
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
土
地
や
生
き
物
と
の
か
か
わ

り
は
、
汚
染
さ
れ
た
魚
介
類
を
食
し
た
人
々
が
病
み
、
狂
い
死
ん

だ
こ
と
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
。
自
己
救
済
型
の
理
念
に
お
い
て
海

や
埋
立
地
の
苦
し
み
が
訴
え
ら
れ
る
の
は
、
埋
立
地
が
か
つ
て
の

生
活
世
界
の
破
壊
の
上
に
成
立
し
た
土
地
だ
か
ら
で
あ
り
、
制
度

的
救
済
で
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
「
水
俣
病
」
の
記
憶
を
語
り
直

す
上
で
、
こ
の
土
地
の
歴
史
が
重
要
な
示
唆
を
含
む
も
の
と
し
て

受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
自
己
救
済
型
の
理
念
（
Ｅ
）
と
連
関
を
示

す
活
用
中
止
型
（
５
）
と
永
久
放
置
型
（
６
）
の
要
求
は
「
第
二

の
喪
失
」
に
抗
し
、
救
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
心
情
の
証
し
を
残
し

て
お
く
た
め
の
要
求
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
要
求
は
埋
立
地
の
積
極
的
な
活
用
策
で
は
な
い
。
す
な

わ
ち
、
事
業
そ
の
も
の
を
隠
蔽
行
為
と
し
て
否
定
し
て
い
た
第
一

期
か
ら
一
歩
進
ん
で
埋
立
地
の
完
成
を
現
実
の
も
の
と
し
て
認
め

つ
つ
も
、
受
難
の
心
情
を
救
う
た
め
に
そ
の
場
所
を
能
動
的
に
活

用
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ

い
。
他
方
、
石
像
物
の
建
立
（
７
）
は
埋
立
地
の
景
観
に
個
々
人

の
受
難
の
記
憶
を
新
た
に
刻
み
込
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
り
、
能
動

的
な
自
己
救
済
の
試
み
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
水
俣
湾
埋
立
地
に
据
え
ら
れ
た
石
像
物
の
意
味
に

せ
ま
る
た
め
の
基
礎
研
究
と
し
て
、
埋
立
地
の
現
景
観
を
歴
史
的

産
物
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
に
交
錯
し
て
き
た
多
様
な
主
体
の
論
理

を
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
整
理
し
た
。
具
体
的
方
法
と
し
て
は
、

埋
立
て
事
業
の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争
が
最
も
盛
ん
に
な
っ
た
ヘ
ド

ロ
処
理
差
し
止
め
訴
訟
提
訴
か
ら
着
工
再
開
ま
で
の
一
九
七
七

〜
八
〇
年
を
第
一
期
、
着
工
再
開
か
ら
埋
立
地
完
成
ま
で
の
一
九

八
一
〜
九
〇
年
三
月
ま
で
を
第
二
期
、
埋
立
地
完
成
か
ら
そ
れ
を

契
機
と
す
る
地
域
再
生
事
業
が
終
了
す
る
ま
で
の
一
九
九
〇
年
三

月
〜
一
九
九
九
年
を
第
三
期
と
区
分
し
、
第
一
期
に
お
い
て
は
埋

立
て
事
業
を
め
ぐ
る
要
求
／
抗
議
文
書
、
第
二
期
と
第
三
期
に
お

い
て
は
埋
立
地
活
用
を
め
ぐ
る
要
求
／
抗
議
文
書
を
対
象
と
し
つ

つ
、
文
書
を
構
成
す
る
タ
ー
ム
か
ら
分
類
を
試
み
た
。

第
一
期
は
、
埋
立
て
事
業
の
賛
成
／
反
対
や
そ
の
理
由
を
め
ぐ

っ
て
多
様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
な
主
張
を
示
し
て
い
た
対

立
の
時
期
で
あ
る
。
水
俣
市
に
お
け
る
当
時
の
人
口
の
大
部
分
を

内
包
す
る
団
体
は
埋
立
て
事
業
を
「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
む

け
た
重
要
な
契
機
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
。「
原
告
団
」
を
中
心

と
す
る
団
体
は
、
患
者
認
定
を
め
ぐ
る
不
作
為
の
問
題
な
ど
が
顕

史
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在
化
す
る
な
か
で
、
行
政
に
よ
る
「
力
ず
く
の
声
封
じ
」
と
「
埋

立
て
」
事
業
を
象
徴
的
に
結
び
付
け
た
。
水
俣
湾
に
堆
積
し
た
水

銀
ヘ
ド
ロ
は
汚
染
物
質
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
水
俣
病
被
害
を
象

徴
す
る
も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
期
は
、
地
域
内
で
の
対
話
と
歩
み
寄
り
が
進
み
、「
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
主
張
し
て
き
た
人
々
が
、
埋
立
地
活
用
と
水

俣
病
問
題
の
関
係
に
対
し
て
理
解
を
示
し
は
じ
め
た
時
期
で
あ
る
。

青
年
会
議
所
や
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
こ
の
時
期
に
新
た
に
組
織

さ
れ
た
百
人
委
員
会
は
、
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
や
運
動
公
園
と
し
て

の
整
備
を
要
求
し
つ
つ
も
、
公
害
撲
滅
や
教
訓
継
承
と
い
っ
た
理

念
と
と
も
に
水
俣
病
資
料
館
等
の
建
設
を
要
求
し
た
。
限
定
的
で

は
あ
り
な
が
ら
「
水
俣
病
」
の
歴
史
を
受
け
と
め
て
い
く
必
要
性

が
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
と
考
え
て
よ
い
。
一
方
で
、
新
た
な
対
立

の
萌
芽
が
見
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
意

欲
的
な
人
々
が
「
再
生
」
の
象
徴
と
し
て
埋
立
地
を
意
味
づ
け
た

の
に
対
し
、
患
者
運
動
や
裁
判
を
継
続
し
て
い
た
団
体
は
被
害
の

歴
史
の
証
し
と
し
て
埋
立
地
を
と
ら
え
て
い
た
。

第
三
期
は
、
第
二
期
に
萌
芽
し
た
対
立
が
顕
在
化
す
る
と
同
時

に
、
制
度
的
救
済
で
救
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
心
情
と
埋
立
地
と
が

結
び
つ
け
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。「
水
俣
病
」
以
前
の
生
活
世
界

の
破
壊
の
上
に
出
来
上
が
っ
て
き
た
埋
立
地
が
、
制
度
的
救
済
で

は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
「
水
俣
病
」
の
記
憶
を
語
り
直
す
上
で
有

効
な
媒
体
と
し
て
み
な
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
認
識
は

二
種
類
の
要
求
を
生
み
出
し
た
。
一
つ
は
、
埋
立
地
の
活
用
中
止

や
永
久
放
置
で
あ
り
、
救
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
心
情
の
証
し
を
後

世
に
残
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
も
う
一
つ
の
要
求
は
石
像

物
を
建
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
埋
立
地
の
景
観
に
個
々
人
の
受
難

の
記
憶
を
新
た
に
刻
み
込
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
り
、
能
動
的
な
自

己
救
済
の
試
み
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
石
像
物
の
建
立
は
制
度
や
法
律
で
は
解
消
し
え
な

か
っ
た
受
難
を
現
時
点
に
お
い
て
自
ら
再
構
築
す
る
試
み
と
言
い

換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
行
為
を
理
解
す
る
上
で
、
文
化
人

類
学
の
「
客
体
化
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
示
唆
的
で
あ
る
。
最
後
に

展
望
と
し
て
、
石
像
物
の
建
立
と
自
己
救
済
に
つ
い
て
客
体
化
論

か
ら
簡
単
な
見
取
り
図
を
示
し
て
お
き
た
い
。

西
洋
に
よ
る
植
民
地
化
に
関
す
る
研
究
の
な
か
で
、
前
川
は

「
原
理
的
客
体
化
」
と
「
操
作
的
客
体
化
」
を
区
分
す
る
こ
と
で

こ
の
概
念
を
規
定
し
て
い
る
。
前
者
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
っ
て
可
視
的
と
な
っ
た
他
者
を
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
自
分

な
り
に
理
解
可
能
な
も
の
と
し
て
規
範
化
（
創
造
）
し
て
ゆ
く
過

程
で
あ
り
、
無
意
識
的
な
性
質
を
備
え
て
い
る
（
前
川
一
九
九

七
�
六
二
〇
―
六
二
一
頁
）。
後
者
は
、
他
者
と
の
差
異
化
や
自

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

一
六
五
（
一
六
五
）



己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
の
た
め
に
、
意
図
的
・
操
作
的
に

選
択
し
た
過
去
を
現
在
に
お
い
て
再
文
脈
化
し
て
ゆ
く
過
程
を
指

す
（
前
川
一
九
九
七
�
六
二
一
頁
）。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の

「
客
体
化
」
は
現
実
世
界
の
な
か
で
は
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
政
治
的
な
力
関
係
を
前
提
と
す
る
か
否
か
に
よ
っ

て
解
釈
は
変
わ
り
う
る
（
吉
岡
二
〇
〇
〇
�
一
一
―
一
三
頁
）。

石
像
物
の
建
立
に
つ
い
て
も
、
行
政
の
不
作
為
や
水
俣
病
の
制
度

的
規
定
と
い
っ
た
政
治
的
な
力
関
係
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

石
像
物
が
あ
る
種
の
対
抗
的
性
質
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
。
し
か
し
、
個
々
人
が
石
像
物
の
モ
チ
ー
フ
を
決
め
、
指

導
を
受
け
な
が
ら
も
自
ら
の
手
で
彫
り
進
め
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
は
、

過
去
の
受
難
の
記
憶
と
の
内
的
対
話
を
生
み
出
し
、
過
去
の
意
味

を
自
照
す
る
機
会
・
体
験
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
石
像
物
の

建
立
は
、
怒
り
や
恨
み
、
喪
失
や
悲
し
み
、
喜
び
な
ど
が
入
り
混

じ
り
、
複
雑
で
と
き
に
矛
盾
さ
え
は
ら
む
内
な
る
心
情
を
、
身
体

を
媒
介
と
し
つ
つ
、
具
体
的
な
物
象
と
し
て
外
に
取
り
出
そ
う
と

す
る
試
み
と
し
て
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
語
り
や
手
記
に
も
共
通

す
る
特
徴
だ
が
、
石
像
物
を
彫
り
あ
げ
る
期
間
が
数
カ
月
〜
数
年

と
長
い
こ
と
（
９
）
、
石
材
が
も
つ
持
続
性
の
象
徴
的
意
味
に
よ
っ
て
、

語
り
や
手
記
と
区
別
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
文
書
史
料
の
分
析
を
通
じ
て
、
水
俣
湾
埋
立
地
を
め

ぐ
る
多
様
な
立
場
と
主
張
、
そ
の
継
時
的
変
化
を
析
出
し
て
き
た

が
、
文
書
を
提
出
し
た
団
体
と
い
う
制
約
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
制
度
的
救
済
で
救
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
心
情
と

は
よ
り
個
別
具
体
的
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
建
立
者
へ
の
聞
き

と
り
に
基
づ
く
石
像
物
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
、
建
立
者
個
々
人
の

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
関
連
付
け
な
が
ら
石
像
物
の
諸
特
徴
を
読

み
解
い
て
い
く
こ
と
が
本
研
究
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

謝
辞水

俣
で
あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
御
教
示
・
御
協
力
く
だ
さ
っ
た

数
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
石
牟

礼
弘
氏
、
大
矢
理
巳
子
氏
、
緒
方
正
人
氏
、
緒
方
さ
わ
子
氏
、
緒

方
正
実
氏
、
金
刺
潤
平
氏
、
小
松
聡
明
氏
、
小
松
瑠
璃
子
氏
、
杉

本
雄
氏
、
浜
元
二
徳
氏
、
山
下
善
寛
氏
、
吉
永
利
夫
氏
、
吉
本
哲

郎
氏
、
水
俣
病
セ
ン
タ
ー
相
思
社
の
職
員
の
方
々
、
水
俣
病
情
報

セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
々
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
山
口
徹
先
生
（
慶
大
）、

安
藤
広
道
先
生
（
慶
大
）、
石
神
裕
之
先
生
（
慶
大
）、
小
林
竜
太

氏
（
慶
大
）
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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註（
１
）
本
稿
で
は
、
チ
ッ
ソ
の
工
場
排
水
に
起
因
し
不
知
火
海
沿
岸
に

発
生
し
た
も
の
を
「
水
俣
病
」
と
呼
び
、
昭
和
電
工
の
工
場
排
水

に
起
因
し
新
潟
県
阿
賀
野
川
流
域
に
発
生
し
た
「
新
潟
水
俣
病
」

と
区
別
す
る
。

（
２
）
二
〇
〇
六
年
三
月
末
ま
で
の
認
定
患
者
数
は
二
二
六
五
人
（
う

ち
、
半
数
以
上
が
死
亡
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
一
九
九
六
年

の
政
府
解
決
策
の
対
象
者
と
し
て
一
時
金
と
医
療
費
給
付
の
該
当

者
が
一
一
一
五
二
人
、
医
療
費
給
付
の
み
の
該
当
者
が
一
二
二
二

人
に
上
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
多
数
の
潜
在
患
者
の
存
在
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
（
原
田
一
九
九
四
）、
公
式
発
見
か
ら
五
十
年
以

上
を
経
た
今
も
な
お
、
被
害
の
全
貌
は
未
確
定
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
３
）
和
解
に
よ
っ
て
「
全
面
解
決
」
と
言
わ
れ
て
き
た
水
俣
病
事
件

で
あ
る
が
、
二
〇
〇
四
年
に
下
さ
れ
た
関
西
訴
訟
の
最
高
裁
判
決

の
な
か
で
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
国
・
熊
本
県
の
責
任
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
と
同
時
に
、
患
者
認
定
基
準
の
妥
当
性
が
批
判
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
四
年
以
降
ふ
た
た
び
認
定
申
請
者

が
急
増
し
、
チ
ッ
ソ
・
県
・
国
を
相
手
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
が

提
訴
さ
れ
て
い
る
（
北
岡
ほ
か
二
〇
〇
七
）。

（
４
）
二
〇
〇
八
年
、
筆
者
聞
き
と
り
。

（
５
）
本
分
析
で
扱
っ
た
資
料
は
、
一
九
七
一
年
か
ら
県
の
公
害
課
に

所
属
し
、
一
九
七
七
年
か
ら
は
水
俣
湾
現
地
に
お
け
る
公
害
防
止

事
業
所
の
初
代
所
長
と
し
て
埋
立
て
事
業
に
か
か
わ
っ
た
Ｋ
・
Ｔ

氏
に
複
写
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
、
お
よ
び
水
俣
病
セ
ン
タ
ー
相
思

社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
水
俣

病
関
連
の
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
内
の
水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
６
）
研
究
会
の
委
員
は
、
商
工
会
議
所
青
年
部
、
青
年
会
議
所
、
農

協
青
壮
年
部
、
市
職
員
な
ど
十
九
名
で
構
成
さ
れ
た
（「
広
報
み
な

ま
た
」）。

（
７
）
水
俣
湾
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
民
俗
呼
称
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
水
俣
湾
に
出
入
り
す
る
魚
の
道
が
「
は
だ
か

瀬
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
と
（
石
牟
礼
一
九
七
二
�
七
六
頁
）
や
、

水
俣
湾
北
部
の
半
島
で
あ
る
明
神
崎
の
す
ぐ
下
が
「
緑
鼻
」
と
呼

ば
れ
、
イ
ワ
シ
な
ど
の
魚
が
豊
富
に
と
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と

（
岡
本
一
九
七
八
�
二
五
〇
頁
）、「
馬
刀
潟
」（
マ
テ
ガ
タ
）
と
呼

ば
れ
る
干
潟
が
あ
っ
た
こ
と
（
岡
本
一
九
七
八
�
二
五
〇
頁
）
な

ど
で
あ
る
。
ま
た
、「
井
川
」
と
呼
ば
れ
る
、
磯
の
際
の
、
清
水
の

湧
き
出
す
岩
の
割
れ
目
や
窪
み
（
石
牟
礼
一
九
八
〇
�
一
〇
―
一

一
頁
）
が
水
俣
湾
沿
岸
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
明
神
地
区
に
住
む
女

性
へ
の
聞
き
と
り
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
七
年
、

筆
者
聞
き
と
り
）。「
井
川
」
に
つ
い
て
は
、
水
俣
出
身
の
作
家
で

あ
る
石
牟
礼
道
子
が
年
配
者
か
ら
幼
い
頃
に
聞
い
た
「
井
川
ば
粗

末
に
す
る
な
。
神
さ
ん
の
お
ん
な
は
っ
と
ば
い
、
こ
こ
に
も
。」
と

い
う
語
り
を
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
で
注
目
し
て
き
た
「
水
俣

湾
」
が
「
湾
」
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

周
り
に
住
む
人
々
の
生
活
意
識
の
な
か
で
様
々
に
と
ら
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
は
水
俣
病
の
発
生
地
で
あ
る
と

同
時
に
、
水
俣
病
以
前
か
ら
続
く
人
々
の
多
様
な
生
活
や
記
憶
・

思
い
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
土
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
８
）
生
活
世
界
と
し
て
の
水
俣
湾
に
異
変
が
発
生
し
た
経
緯
に
つ
い

て
は
、
第
一
次
訴
訟
支
援
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
水
俣
病
研
究
会

水
俣
病
の
景
観
史
研
究
に
む
け
た
予
察

一
六
七
（
一
六
七
）



に
よ
る
綿
密
な
聞
き
取
り
調
査
の
報
告
に
詳
し
い
（
水
俣
病
研
究

会
一
九
七
〇
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
九
〜
五
〇
年
頃
に
か

け
て
、「
マ
テ
ガ
タ
」
で
幾
種
か
の
魚
が
浮
上
し
手
で
拾
え
る
よ
う

に
な
り
、
百
間
港
の
工
場
排
水
口
付
近
に
船
を
つ
な
い
で
お
く
と

カ
キ
が
付
着
せ
ず
、
湾
内
の
海
藻
が
白
み
を
帯
び
は
じ
め
て
次
第

に
海
面
に
浮
き
だ
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
時
を
経
る
に
連
れ
、
浮
上
す
る
魚
や
海
藻
の
数
や
種
が
増

加
し
、
魚
が
狂
い
ま
わ
る
の
が
見
ら
れ
、
死
滅
し
た
貝
が
数
多
く

発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
五
〜
五
七
年
頃
に
は
食
用

海
藻
が
全
滅
し
、
死
滅
し
た
貝
類
の
き
つ
い
腐
敗
臭
が
鼻
に
つ
い

た
と
い
う
。
水
俣
病
は
、
人
間
の
身
に
生
じ
た
事
件
で
あ
る
以
前

に
ま
ず
自
然
界
の
異
変
と
し
て
現
出
し
て
お
り
、
そ
の
記
憶
は
、

そ
の
後
、
地
元
の
人
々
が
水
俣
病
事
件
を
考
え
て
い
く
上
で
の
一

つ
の
参
照
点
と
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
９
）
二
〇
〇
八
年
、
筆
者
聞
き
と
り
。
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